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令和４年第５回南関町議会定例会（第１号） 

令和４年６月７日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

開会宣告 

議事日程の報告 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

7 番 杉 村 博 明 君 

8 番 井 下 忠 俊 君 

日程第２ 会期決定について 

日程第３ 諸般の報告について 

日程第４ 陳情の委員会付託について 

日程第５ 報告第１号 繰越明許費の繰越報告について 

            （令和 3 年度南関町一般会計予算） 

日程第６ 報告第２号 事故繰越しの繰越報告について 

            （令和 3 年度南関町一般会計予算） 

日程第７ 議案第 35 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

              （南関町税条例等の一部を改正する条例） 

日程第８ 議案第 36 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

            （南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第９ 議案第 37 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

            （令和 3 年度南関町一般会計補正予算(第 8 号)） 

日程第 10 議案第 38 号 南関町工場等設置奨励条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 11 議案第 39 号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

日程第 12 議案第 40 号 令和 4 年度南関町一般会計補正予算（第 1 号）について 

 日程第 13 議案第 41 号 令和 4 年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号）について 

日程第 14 議案第 42 号 令和４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

日程第 15 議案第 43 号 令和 4 年度南関町下水道事業補正予算（第 1 号）について 

日程第 16 一般質問 

①  ３番議員  ②１番議員  ③ ９番議員  

 

２．出席議員は次のとおりである。（1２名） 

１番 福 山 美 佳 君         ２番 伊 藤 博 ⾧ 君 

３番 矢 野 修 一 君         ４番 西 田 恵 介 君 

５番 北 原 浩一郎 君         ６番 中 村 正 雄 君 
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７番 杉 村 博 明 君         ８番 井 下 忠 俊 君 

９番 境 田 敏 高 君         10番 山 口 純 子 君 

11番 立 山 比呂志 君         12番 立 山 秀 喜 君 

 

３．欠席議員なし 

   

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名（12名） 

町 ⾧ 佐 藤 安 彦 君  副 町 ⾧ 大 木 義 隆 君 

教 育 ⾧ 谷 口 慶志郎 君  総 務 課 ⾧ 坂 田 浩 之 君

税 務 住 民 課 ⾧ 東 田 彰 夫 君  まちづくり課⾧  竹 崎 俊 一 君 

福 祉 課 ⾧ 田 代 由 紀 君  健 康 推 進 課 ⾧ 良 田 和 彦 君  

経 済 課 ⾧ 田 口  明  君  建 設 課 ⾧ 嶋 永 健 一 君 

  教 育 課 ⾧ 武 田  博   君  会 計 管 理 者 田 中 龍 城 君   

 

５．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

議 会 事 務 局 ⾧ 橋 本 清 孝 君    書  記  山 下 飛 鳥 君 
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開会 午前 10 時 00 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 起立。礼。おはようございます。着席。 

ただいまから令和４年第５回南関町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

議事日程等は御手元に配付のとおりです。 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、７番議員、８番議員を指名しま

す。 

―――――――〇――――――― 

日程第２ 会期決定について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。 

お諮りします。 

本定例会の会期については、本日から６月１０日までの４日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議⾧（立山秀喜君） 異議なしと認めます。 

したがって、本定例会の会期は本日から６月１０日までの４日間とすることに決定しまし

た。 

―――――――〇――――――― 

日程第３ 諸般の報告について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

報告の１点は、令和４年度町村議会議⾧、副議⾧研修会、及び県関係国会議員への要望に

ついてです。本研修会は去る５月３０日、東京国際フォーラムホールＡで開催されました。

内容については、東京大学名誉教授、大森彌氏、大正大学社会共生学部教授、江藤俊昭氏、

上智大学法学部教授、三浦まり氏による順に、「町村議会のあるべき姿」「町村議会報酬につ

いて」「地方議会とハラスメント」の講演がありました。 

翌日の５月３１日は、ホテルグランドワーク半蔵門にて熊本県内町村議会正副議⾧により

県関係国会議員へ要望書を提出しました。要望内容は、その一部の写しを御手元に配付して

います。詳細は、資料を事務局に備え付けておりますので、省略します。 

報告の第２点は、例月出納検査報告についてです。本件については、南関町監査委員に関

する条例第１４条の規定によって、監査委員繁松哲也君、立山比呂志君より、令和３年度、

令和４年２月分、３月分、４月分、令和４年度４月分の出納検査結果についての報告がなさ

れています。内容については、その写しを御手元に配付していますので、これを省略します。 

―――――――〇――――――― 

日程第４ 陳情の委員会付託について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第４、陳情の委員会付託についてです。 
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閉会中に受理した陳情は、御手元に配りました陳情書の写しのとおりです。１件を所管の

常任委員会に付託しましたので報告します。 

ここで町⾧から挨拶の申し出があっていますので、これを許します。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 皆様、改めましておはようございます。令和４年第５回南関町議会定例会

の開会において、繰越明許費の繰越報告について、令和４年度補正予算案、その他諸議案の

ご審議をお願いするに当たり、一言ご挨拶を申し上げ、議員の皆様並びに町民の皆様に一層

のご理解とご協力をお願い申し上げる次第であります。 

ここ数年は、全世界で感染が拡大している新型コロナウイルス感染症や毎年発生し てい

る自然災害等により様々な活動にも支障が出ており、町民の皆様も本来の事業活動や地域で

の活動ができない厳しい状況が続いております。特に新型コロナウイルス感染症については、

第６波は５波までとは異なり、感染者が増加する一定の期間が過ぎても感染者が減少しない

ような高止まりの状態が続き、ここ数日は減少しておりますが、更なる予防と対策が必要で

あります。本町でも感染当初からは既に３１０人を超える方の感染が発生し、今年に入って

からは２６０人を超えており、全ての年代の方が対象となっております。ワクチン接種にお

いては、２回目までは全対象者の９割近くの方が接種を受けられておりましたが、３回目に

なると、６５歳以下の方の接種率が５５％ほどと、かなり低くなっておりますので、３回目

未接種の方と４回目の接種の推進を図りたいと考えております。 

今年も６月に入り、いよいよ梅雨入りの時期を迎えることになりますが、今後は、町 全

域での豪雨災害や台風等への対策が必要なため、昨日は、関係機関や関係団体等の皆様方ご

出席の中で、南関町防災会議を開催したところであります。私自身も、災害等はいつどこで

発生するかわからないという考えを改めて、災害等は毎年発生するという考え方を持って、

気を緩めることなく危機管理に当たっていきたいと思いますので、議員の皆様におかれまし

ても、災害に対する体制の強化や住民の皆様に対する啓発の強化にご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。 

   ここで一つだけ町の明るい情報をお知らせさせていただきます。去る５月２６日、玉名地

域振興局で開催された主要事業説明会の中で、玉名地域の県税の概要が報告され、荒玉地域

の個人県民税収入率の推移で、南関町は平成３０年度までは玉東町に次ぎ２番目の高さでし

たが、令和元年度からは本町がトップとなり、令和２年度は９８．９％という高さで、最下

位の自治体とは３ポイント、２番目の玉東町にも１ポイントの差をつけて圧倒的にトップを

維持しております。町では、税の公平公正な課税・徴収の観点からも担当課も一丸となって

収納率の向上に努めた結果でありますので、今後も引き続き収納率向上に努めてまいりたい

と考えております。 

   以上、現在の状況等も含めて、お話をさせていただきましたが、今回の議案の提案につき

ましては、繰越明許費の繰越報告についてが１件、事故繰越しの繰り越し報告についてが 1

件、専決処分の報告及び承認を求めることについてが３件、南関町工場等設置奨励条例の一

部を改正する条例の制定についてが 1 件、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更につい

てが 1 件、令和４年度南関町一般会計補正予算についてのほか各特別会計の補正予算につい

てが２件、令和４年度南関町下水道事業補正予算についてが１件を提案しています。 



6 

 

   特に、一般会計補正予算は、当初予算が２月に執行された町⾧・町議選挙の関係で骨格予

算となっており、今回の補正で５億５千万円ほどを追加しております。主な内訳としまして

は、総務課・デジタル推進費の「窓口申請書作成支援システム構築業務委託料」13,200 千円、

福祉課・社会福祉総務費の「非課税世帯等臨時特別給付金」15,753 千円、建設課・単独事業

の「改良舗装工事」40,000 千円、県営事業負担金の「道路改築・河川改修事業負担金」24,500

千円、地域振興対策費の「改良舗装工事」41,687 千円、定住促進住宅管理費の「営繕工事」

23,000 千円、教育課・海洋センター施設費の「営繕工事」28,329 千円などを増額し、一般会

計の総額を 6,170,527 千円としているところであります。 

ご審議のうえ、ご承認賜わりますようお願い申し上げまして定例会開会に当たって のご

挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） お諮りします。 

日程第５、報告第１号から日程第１５、議案第４３号までの議案を一括上程し、提案理由

の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議⾧（立山秀喜君） 異議なしと認めます。したがって、日程第５、報告第１号から日程第１５、

議案第４３号までの議案を一括上程することに決定しました。 

議案は御手元に配付してあります。議案名を事務局⾧に朗読させますので、確認をしてく

ださい。事務局⾧。 

〇議会事務局⾧（橋本清孝君） 

それでは、日程第５、報告第１号から日程第１５、議案第４３号までの議案名を読み上げ

ます。 

「議案名朗読」 

日程第５ 報告第１号  繰越明許費の繰越報告について 

（令和３年度南関町一般会計予算） 

日程第６ 報告第２号  事故繰越しの繰越報告について 

（令和３年度南関町一般会計予算） 

日程第７ 議案第 35 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて、南関町税条例 

等の一部を改正する条例 

日程第８  議案第 36 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

（南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第９ 議案第 37 号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

(令和３年度南関町一般会計補正予算(第８号)) 

日程第 10 議案第 38 号 南関町工場等設置奨励条例の一部を改正する条例の制定につい 

て 

日程第 11 議案第 39 号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 

日程第 12 議案第 40 号 令和４年度南関町一般会計補正予算(第１号)について 

日程第 13 議案第 41 号 令和４年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算(第１号) 
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について 

日程第 14 議案第 42 号 令和４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算(第１号) 

について 

日程第 15 議案第 43 号 令和４年度南関町下水道事業補正予算(第１号)について 

以上であります。 

〇議⾧（立山秀喜君） 配付漏れはありませんか。 

［ ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議⾧（立山秀喜君） 配付漏れなしと認めます。 

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。 

担当職員は、順次説明をしてください。総務課⾧。 

〇総務課⾧（坂田浩之君） 繰越明許費の繰越報告について、御説明を申し上げます。 

令和３年度南関町一般会計歳出予算の経費を、地方自治法第２１３条第１項の規定により、

令和４年度に繰越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により御報告い

たします。次ページ、繰越計算書により事業名と繰越額について説明いたします。２款総務

費は、３項戸籍住民基本台帳費の住民記録システム改修事業として、２３７万６,０００円を

繰越しております。住民記録システムの改修業務委託料でございます。３款民生費は１項社

会福祉費の非課税世帯臨時特別給付金給付事業として、６,４３５万５,０００円を繰越してお

ります。非課税世帯等臨時特別給付金給付事業に関わる時間外勤務手当、印刷製本費、通信

費手数料、給付金でございます。５款農林水産業費は、１項農業費の農業用ため池ハザード

マップ作成事業として４,８００万円を繰越しております。農業用ため池ハザードマップ作成

業務委託料でございます。５款農林水産業費は、１項農業費の情報収集等業務効率化支援事

業として、４０万円を繰越しております。タブレット１０台分の購入費用でございます。５

款農林水産業費は、２項林業費の林道柿原線改良事業として２３４万７,０００円を繰越して

おります。林道柿原線の登記委託料でございます。７款土木費は、２項道路橋梁費の道路新

設改良事業として３,３３８万５,０００円を繰越しております。社会資本整備総合交付金事業

及び地域振興対策事業の工事請負費でございます。９款教育費は４項社会教育費の発掘調査

委託料として６９７万４,０００円を繰越しております、上⾧田地区の圃場整備に伴う発掘委

託料でございます。次ページをお願いします。１０款災害復旧費は１項農林水産施設災害復

旧費の農地等災害復旧事業（令和２・３年災）として、３億９,５９０万７,０００円を繰越し

ております。農地農業用施設の災害復旧費でございます。１０款災害復旧費は１項農林水産

施設災害復旧費の林道施設災害復旧事業（令和３年災）として２,０８０万８,０００円を繰越

しております、林道の災害復旧工事費でございます。１０款災害復旧費は、２項公共土木施

設災害復旧費の河川等災害復旧事業（令和３年災）として６,１６３万１,０００円を繰越して

おります。河川等の災害復旧工事費でございます。以上で報告を終わります。 

続きまして、報告２号、事故繰越しの繰越報告について御説明を申し上げます。 

令和３年度南関町一般会計歳出予算の経費を、地方自治法第２２０条第３項の規定により、

令和４年度に繰越しましたので、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により御報告い

たします。次ページの繰越計算書により事業名と繰越額について、御説明します。８款消防
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費は１項消防費の防災行政無線整備事業として、２億６,３２３万８,５３８円を繰越しており

ます。防災行政無線のデジタル化に伴う管理業務委託料と工事費でございます。１０款災害

復旧費は１項農林水産施設災害復旧費の農地等災害復旧事業（令和２年災）として、２億２,

４７８万９,６４２円を繰越しております。農地農業用施設の災害復旧費でございます。１０

款災害復旧費は、２項公共土木施設災害復旧費の河川等災害復旧事業（令和２年災）として、

８,４８５万５,０００円を繰越しております河川等の災害復旧工事費でございます。以上で報

告を終わります。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 第３５号議案、専決処分の報告及び承認を求めることについて、

御説明申し上げます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分を

行いましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、御承認を求めるものでございます。

次のページをお開きください。南関町専決第３号で、南関町税条例等の一部を改正する条例

の制定についてを、令和４年３月３１日付で専決しております。 

今回の改正につきましては、地方税法等の一部を改正する法律が、令和４年３月３１日に公

布され、原則として同年４月１日から施行されることに伴い、町税条例についても一部を改

正し、同日から施行する必要がありましたので、地方自治法の規定により専決処分をさせて

いただきました。それでは、次のページをお開きください。初めに、改正の概要につきまし

て説明を申し上げ、その後改正条文を説明させていただきます。概要としましてまず、個人

住民税につきましては、住宅借入金等特別税額控除の特例期間の延⾧について、また、上場

株式等の配当所得等に係る課税方式を一致させること、その他、公的年金受給者等の扶養親

族申告書に関わる規定の整備などであります。次に、固定資産税についてですが、商業地等

に係る課税標準額の特例について、負担調整割合を軽減すること、その他、固定資産課税台

帳の規定の整備であります。条例改正文について簡潔に御説明申し上げます。南関町条例第

８号、南関町税条例等の一部を改正する条例の第１条がございまして、そこから改正文が続

きまして、２枚めくっていただきまして、その中段に第２条としまして、個人住民税及び固

定資産税について、冒頭改正の概要として、説明申し上げました旨を明記し、その他、項ず

れの修正を行っております。そのページ、下段からば、今回の改正条例の附則でございます。

第１条で施行期日を規定し、次のページ、第２条で、納税証明書に関する経過措置について、

第３条で町民税に関する経過措置について、次のページ、第４条で、固定資産税に関する経

過措置について明記しております。 

以上で税条例の改正内容の説明を終わります。御審議の上、承認賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

続きまして、第３６号議案、専決処分の報告及び承認を求めることについて、御説明申し

上げます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり、専決処分を行いまし

たので、同条第３項の規定によりこれを報告し、御承認を求めるものでございます。次のペ

ージをお開きください。南関町専決第４号で、南関町国民健康保険税条例等の一部を改正す

る条例の制定についてを、令和４年３月３１日付で専決しております。今回の改正につきま

しては、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が、令和４年２月１８日に公布され、



9 

 

同年４月１日から施行されることに伴い、町国民健康保険税条例についても一部を改正し、

同日から施行する必要がありましたので、地方自治法の規定により専決処分をさせていただ

きました。それでは、次のページをお開きください。初めに改正の内容につきまして説明申

し上げ、その後改正条文を説明させていただきます。まず内容としまして、保険税負担の公

平性の確保及び中低所得者層の保険税負担の軽減を図る観点から、基礎課税額に係る賦課限

度額を６３万円から６５万円に、後期高齢者支援金等課税額に係る賦課限度額を１９万円か

ら２０万円にそれぞれ引き上げるものでございます。改正条文について御説明申し上げます。

南関町条例第９号、南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の本文について、ただ

いま申し上げました旨を明記し、次の附則におきまして施行期日を規定しております。 

以上で、国民健康保険税条例の改正内容の説明を終わります。御審議の上、承認賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（坂田浩之君） 第３７号議案、専決処分の報告及び承認、承認を求めることについて

御説明を申し上げます。令和３年度南関町一般会計補正予算（第８号）について、地方自治

法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規定

に基づき、これを報告し承認を求めるものでございます。次ページをお願いします。南関町

専決第２号、令和３年度南関町一般会計補正予算について、令和３年度南関町一般会計補正

予算（第８号）を別紙のとおり調整することとする。令和４年３月３１日専決。内容につき

ましては、令和３年度南関町一般会計補正予算書（第８号）で御説明いたします。予算書の

１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,７９７万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８１億７,６３８万３,０００円とするものでござい

ます。２ページをお開きください。２ページと３ページは歳入についての補正額の一覧でご

ざいます。２款地方譲与税は１項地方揮発油譲与税に４２万９,０００円を追加し、１,３９２

万９,０００円とし、２項自動車重量譲与税に２８２万７,０００円を追加し、３,９８２万７,

０００円とし、４項森林環境譲与税を３万４,０００円減額し、５１９万９,０００円とし、総

額を５,８９５万５,０００円とするものです。３款利子割交付金は１項利子割交付金に６,０

００円を追加し、４０万６,０００円としております。４款配当割交付金は１項配当割交付金

に８４万２,０００円を追加し、１８４万２,０００円としております。５款株式等譲渡所得割

交付金は１項株式等譲渡割交付金に３４８万４,０００円を追加し、３６８万４,０００円とし

ております。６款法人事業税交付金は１項法人事業税交付金に７１５万１,０００円を追加し、

１,３１５万１,０００円としております。７款地方消費税交付金は１項地方消費消費税交付金

に２,２３５万５,０００円を追加し、２億３,２３５万５,０００円としております。８款ゴル

フ場利用税交付金は１項ゴルフ場利用税交付金に１７９万円を追加し、８７９万円としてお

ります。９款環境性能割交付金は１項環境性能割交付金に８６万８,０００円を追加し、３８

６万８,０００円としております。１０款地方特別交付金は、２項新型コロナウイルス感染症

対策地方税減収補填特別交付金に１１万３,０００円を追加し、８,５４２万５,０００円とし、

総額を９,２３４万９,０００円としております。１１款地方交付税は１項地方交付税に４,２

６１万８,０００円を追加し、２２億９,２３５万２,０００円としております。１２款交通安全
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対策特別交付金は１項交通安全対策特別交付金を２３万５,０００円減額し、１０５万円とし

ております。 

１５款国庫支出金は１項国庫負担金に、１０２万６,０００円を追加し、６億８６万円とし、

２項国庫補助金に４１２万４,０００円を追加し、６億６,５６８万４,０００円とし、総額を

１２億６,８５２万４,０００円としております。１６款県支出金は２項県補助金を１,４３７

万３,０００円減額し、６億４,０８０万７,０００円とし、総額を９億３,９４０万５,０００円

としております。１８款寄附金は１項寄附金を１３３万７,０００円減額し、２億２,１０６万

３,０００円としております。１９款繰入金は１項基金繰入金を５５８万４,０００円減額し、

１億７,２１０万円としております。２２款町債は１項町債を１,８１０万円減額し、１３億５,

９１５万１,０００円としております。補正前の歳入合計８１億２,８４１万３,０００円に、

４,７９７万円を追加し、歳入合計を８１億７,６３８万３,０００円としております。４ペー

ジは歳出についての補正額の一覧でございます。２款総務費は、１項総務管理費に４,８９０

万４,０００円を追加し、２１億４５１万円とし、総額を２２億７,８６４万９,０００円とし

ております。３款民生費は１項社会福祉費及び２項児童福祉費の財源組替えでございます。

４款衛生費は１項保健衛生費の財源の組替えでございます。５款農林水産業費は１項農業費

の財源組替えでございます。６款商工費は１項商工費の財源組替えでございます。７款土木

費は２項道路橋梁費及び４項住宅費の財源組替えでございます。８款消防費は１項消防費を

３８万７,０００円減額し、２億５,０５６万６,０００円としております。９款教育費は４項

社会教育費の財源組替えでございます。１０款災害復旧費は１項農林水産施設災害復旧費及

び２項公共土木施設災害復旧費の財源組替えでございます。１２款予備費は１項予備費を５

４万７,０００円減額し、１,８１８万２,０００円としております。 

補正前の歳出合計８１億２,８４１万３,０００円に、４,７９７万円を追加し、歳出合計を８

１億７,６３８万３,０００円としております。次のページは、繰越明許費の補正でございます。

５款農林水産業費は１項農業費の情報収集等業務効率化支援事業を４０万円追加しておりま

す。３款民生費は１項社会福祉費の住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業を１,２９５万５,

０００円追加し、６,４３５万５,０００円とし、７款土木費は、２項道路橋梁費の道路新設改

良事業を１,０３７万３,０００円減額し、３,３３８万５,０００円とし、１０款災害復旧費は

１項農林水産施設災害復旧費の農地等災害復旧事業を１,０６３万７,０００円減額し、２億２,

０９６万１,０００円としております。 

６ページをお開きください。地方債の補正でございます。限度額を道路橋梁整備事業につき

ましては、６,１８０万円とし、公営住宅等整備事業につきましては５,２９０万円とし、消防

防災施設整備事業につきましては３,７２０万円とし、災害復旧事業費につきましては６,２３

０万円とし、庁舎等建設事業につきましては、８億９,８００万円としております。７ページ

から８ページまでは、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括表でございます９ページをお開

きください。９ページから１２ページまでは歳入についての説明でございますが、額の確定

によるものです。１３ページをお開きください。 

１３ページからは、歳出についての説明でございます。ほとんどが歳入額の確定による財源

組替えによるものでございますが、２款総務費、１項総務管理費、６目財政調整基金費の２
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４節積立金で、９,０００万円を追加しております。これは、地方交付税、地方消費消費税交

付金等の歳入が予算に対し、上ぶれしたことによるものでございます。 

１８目ふるさと寄附金費の２４節積立金でふるさとなんかん応援寄附金基金積立金を２,１

５５万円減額しております。旧石井邸住宅整備事業、町⾧にお任せ事業については積立てを

行い、その他の子育て支援事業や移住定住促進事業等についてはそれぞれの事業へ財源を振

り分けております。１５ページ中段の８款消防費、１項消防費、２目非常備消防費の１７節

備品購入費を３８万７,０００円減額しております。事業費の減によるものでございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） まちづくり課⾧。 

〇まちづくり課⾧（竹崎俊一君） 第３８号議案、南関町工場等設置奨励条例の一部を改正する  

条例の制定について、提案理由及び議案の説明を行います。南関町工場等設置奨励条例の一

部を改正する条例を別紙のとおり制定するもので、提案理由としましては、過疎地域の持続

的発展の支援に関する特別措置法の施行により、南関町工場等設置奨励条例の一部を改正す

る必要があるためでございます。次のページをご覧ください。南関町工場等設置奨励条例に

おきまして、固定資産税の不均一課税の適用見込みがなくなったため、条例の一部を次のよ

うに改正するものです。第１条中「若しくは不均一課税、」を削り、第３条第１項中「いずれ

かに」を「いずれにも」に改め、同項第１号中「第１条第１項第３号」を「第１条第３号」に

改め、「有し、かつ、これを当該事業のように供したことに伴って増加する雇用者（日々雇入

れられる者を除く。）の数が５人を超えるものを有する工場」を「有する工場等」に改め、同

項第２号を次のように改めるものです。第２号としまして、当該事業の用に供することに伴

って増加する雇用者（日々雇入れられる者を除く。）の数が５人を超える工場等、と規定する

ものです。また、第４条の見出し中、「又は不均一課税」を削り、同条中「前条第１項第１号

に該当する」を「前条第１項に規定する」に改め、「行い同条同項同第２号に該当する適用工

場等を有する者に対しては、固定資産税の税額の１００分の５０に相当する額を減ずるもの

とする」を「行うものとする」に改め、「又は不均一課税」を削る。と規定するものです。附

則としまして、この条例は公布の日から施行することとしております。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（坂田浩之君） 第３９号議案、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について、

提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由は、熊本県市町村総合事務組合規約を変更

しようとするときは、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を経る必要があるため

でございます。熊本県市町村総合事務組合規約中、別表第１及び別表第２中、小国町外一カ

町公立病院組合」を「小国郷公立病院組合」に改めるものでございます。また、附則でこの規

約は地方自治法第２８６条第１項の規定による熊本県知事の許可があった日から施行し、こ

の規約による改正後の熊本県市町村総合事務組合規約の規定は令和４年４月１日から適用す

るとしております。 

以上で提案理由説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいた

します。 
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続きまして、第４０号議案、令和４年度南関町一般会計補正予算（第１号）につきまして

御説明いたします。１ページをお願いします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億

５,１８５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億７,０５２

万７,０００円とするものでございます。２ページをお開きください。歳入でございます。 

１４款使用料及び手数料は１項使用料に２５万６,０００円を追加し、９,１３７万６,０００

円とし、予算総額を１億９７６万４,０００円とするものです。１５款国庫支出金は１項国庫

負担金に４６０万１,０００円を追加し、４億８,１４９万８,０００円とし、２項国庫補助金

に２億８,７５０万７,０００円を追加し、４億３,０２６万２,０００円とし、予算総額を９億

１,４５５万２,０００円とするものです。１６款県支出金は２項県補助金に８２０万９,００

０円を追加し、２億６１０万２,０００円とし、３項県委託金に８５万３,０００円を追加し、

２,０００飛び飛び、４万１,０００円とし、予算総額を５億４１３万７,０００円とするもの

です。１７款財産収入は１項財産運用収入に３万２,０００円を追加し、８５万４,０００円と

するものです。１９款繰入金は１項基金繰入金に６,１９４万５,０００円を追加し、２億３,

２５２万９,０００円とするものです。２１款諸収入は４項雑入に２,１１５万５,０００円を

追加し、３,１４３万２,０００円とし、予算総額を４,６７６万４,０００円とするものです。

２２款町債は１項町債に１億６,７３０万円を追加し、５億３,３７０万円とするものです。歳

入合計は補正前の額５６億１,８６６万９,０００円に補正額５億５,１８５万８,０００円を追

加し、６１億７,０５２万７,０００円とするものです。３ページをお願いします。歳出でござ

います。１款議会費は１項議会費に２９万５,０００円を追加し、８,０４３万２,０００円と

するものです。２款総務費は１項総務管理費に６,１５３万７,０００円を追加し、７億７,１

２６万３,０００円とし、２項徴税費を１,０８７万６,０００円減額し、９,５０９万９,０００

円とし、３項戸籍住民基本台帳費に１０５万８,０００円を追加し、４,６５４万円とし、４項

選挙費に１８５万６,０００円を追加し、１,５１７万４,０００円とし、予算総額を９億３,４

２４万１,０００円とするものです。３款民生費は１項社会福祉費に１,２３１万２,０００円

を追加し、１２億８,６４１万４,０００円とし、２項児童福祉費に１,１９５万６,０００円を

追加し、５億２,１８６万円とし、予算総額を１８億８２７万４,０００円とするものです。４

款衛生費は１項保健衛生費に３,１５５万５,０００円を追加し、２億９,９０３万９,０００円

とし、３項水道費に１万円を追加し、６９５万１,０００円とし、予算総額を５億４,４１５万

９,０００円とするものです。５款農林水産業費は、１項農業費に４,５１６万９,０００円を

追加し、３億４,０９６万５,０００円とし、２項林業費に１００万円を追加し、２,４２５万２,

０００円とし、予算総額を３億６,５２１万７,０００円とするものです。６款商工費は１項商

工費に９,７２４万７,０００円を追加し、１億８,１６０万８,０００円とするものです。７款

土木費は１項土木管理費に７万９,０００円を追加し、７,９３４万９,０００円とし、２項道

路橋梁費に１億７,９５５万円を追加し、３億２,４６４万８,０００円とし、４項住宅費に５,

１０１万２,０００円を追加し、７,１００１０万６,０００円とし、５項下水道費を３０万減

額し、９,０７１万９,０００円とし、６項浄化槽整備推進事業費に８４万９,０００円を追加

し、４,５４６万９,０００円とし、予算総額を６億２,８８１万１,０００円とするものです。

８款消防費は１項消防費を１７２万２,０００円減額し、２億７,２５４万２,０００円とする
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ものです。４ページをお開きください。９款教育費は１項教育総務費に５３万４,０００円を

追加し、６,２３８万７,０００円とし、２項小学校費に９８１万９,０００円を追加し、１億７,

６２５万１,０００円とし、３項中学校費に４８９万５,０００円を追加し、５,７７８万８,０

００円とし、４項社会教育費を５１万円減額し、１億６３５万１,０００円とし、５項保健体

育費に５,０３１万８,０００円を追加し、１億３,２１３万３,０００円とし、予算総額を５億

３,４９１万円とするものでございます。１０款災害復旧費は１項農林水産施設災害復旧費に

４０３万７,０００円を追加し、４０３万８,０００円とし、予算総額を１,３２５万７,０００

円とするものです。１２款予備費は１項予備費に１７万８,０００円を追加し、１,２４２万４,

０００円とするものです。歳出合計は補正前の額、５６億１,８６６万９,０００円に補正額５

億５,１８５万８,０００円を追加し、６１億７,０５２万７,０００円とするものです。５ペー

ジ第２表は地方債の補正の追加変更でございます。追加分は、公営住宅等整備事業の限度額

を１,７２０万円とし、社会教育施設整備事業の限度額を２,２５０万円とするものです。変更

分は、補正後の限度額を申し上げます。道路橋梁整備事業の限度額を１億９,６９０万円とし、

学校教育施設整備事業の限度額を４,２００万円とし、消防防災施設整備事業の限度額を２,１

９０万円とするものです。６ページと７ページは歳入歳出予算事項明細の総括表でございま

す。８ページをお開きください。歳入の内訳でございます。この主なものについて御説明い

たします。１５款国庫支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金、１節保健衛生費国

庫負担金に、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金として、４６０万１,０００

円を追加しております。２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務費国庫補助金に

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億７,９３１万６,０００円を追加して

おります。２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費国庫補助金に住民税非課税世帯臨時特別

給付金給付事業費補助金１,５７５万３,０００円、３節児童福祉費国庫補助金に低所得子育て

世帯生活支援特別給付金事業補助金７００万円、その他事務補助金１１９万２,０００円を追

加しております。３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費国庫補助金に新型コロナウイルス

ワクチン接種体制確保事業費国庫補助金として２,４３２万５,０００円を追加しております。

４目土木費国庫補助金、１節道路橋梁費国庫補助金に社会資本整備総合交付金として３,２６

７万円、２節住宅費国庫補助金に社会資本整備総合交付金として、９９０万円を追加してお

ります。５目消防費国庫補助金、１節消防費国庫補助金に消防防災施設整備費補助金として

５４８万６,０００円を追加しております。１６款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業

費県補助金の１節農業費県補助金に、新規就農者育成総合対策補助金として７９４万５,００

０円を追加しております。１０ページになります。１９款繰入金、１項基金繰入金は１目１

節財政調整基金繰入金に６,１００万円、１４目１節ふるさと南関応援寄附金基金繰入金に９

４万５,０００円を追加しております。２１款諸収入、４項雑入、１目１節過年度収入に、県

新型コロナウイルス感染症対応総合交付金として１,１９６万６,０００円、２目４節雑入のふ

るさとゆかりの偉人マンガ製作と活用事業助成金として３００万円、コミュニティ助成事業

助成金として５２０万円を追加しております。１２ページをお願いします。歳出の内訳でご

ざいます。それぞれの２節給料、３節職員手当等の人件費は、４月の人事異動に伴うもので

ございます。それ以外の主なものについて御説明いたします。２款総務費、１項総務管理費、



14 

 

７目企画費の１２節委託料にコミュニティ施設（うから館）活用基本計画策定業務委託料７

００万円、１８節負担金補助及び交付金に南関町住民提案型事業補助金５００万円を追加し

ております。１２目電子計算費、１２節委託料に収納効率化・電子化対応委託料１,４３２万

５,０００円、ホームページリニューアル業務委託料８８０万円、窓口申請書作成支援システ

ム構築業務委託料１,３２０万円を追加しております。少し飛びまして１６ページ下段になり

ます。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、１８節負担金、補助及び交付金

に非課税世帯臨時特別給付金１,４００万円を追加しております。１７ページ中段になります、

２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、１８節負担金、補助及び交付金に低所得子育て世帯

生活支援特別給付金７００万円を追加しております。１８ページ中段になります。４款衛生

費、１項保健衛生費、２目予防費、１２節委託料に、予防接種委託料９８４万６,０００円、

コールセンター業務委託料９８６万１,０００円、集団接種会場運営業務委託料５１２万１,０

００円、集団接種委託料、６８万６,０００円を追加しております。１９ページをお願いしま

す。中段の５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、１８節負担金補助及び交付金

に農業高度化推進事業費補助金２００万円、水稲防除事業費補助金１,５４９万６,０００円、

農業用燃油価格高騰対策事業費補助金５１０万円を追加しております。下段９目農村広場施

設費、１２節委託料に農村広場、擁壁改修の設計業務委託料として３７１万３,０００円を追

加しております。２０ページ中段、２項林業費、２目林業振興費、１８節負担金補助及び交

付金に竹材利用拡大推進事業補助金を予算組替えにより６８万円減額し、新たに竹材利用継

続支援事業補助金１６８万円を追加しております。２１ページになります。６款１項商工費、

２目商工振興費、１８節負担金補助及び交付金になんかんトッパ商品券交付金４,５５０万円、

南関巡ってお得シールラリー事業補助金１,５００万円、マルシェ開催事業補助金３００万円、

なんかん泊まって応援キャンペーン事業宿泊助成金１,０５０万円を追加しております。３目

観光費、１２節委託料に、観光スマートガイド事業委託料２６３万３,０００円、１０目公園

管理費、１２節委託料に大津山公園遊具交付金施工委託料５６１万円を追加しております。

２２ページになります。７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費、１４節工事請負費

に維持工事費１,９５０万円、３目道路新設改良費、１２節委託料に道路橋梁測量設計委託料

１,６６８万９,０００円を追加し、１４節工事請負費を、社交金の内示により１億１,４３２

万２,０００円追加しております。２４ページをお願いします。９款教育費、２項小学校費、

１目学校管理費、１２節委託料に第四小学校屋内屋外トイレ改修設計業務委託料として３４

３万３,０００円を追加しております。２６ページをお願いします。５項保健体育費、２目学

校給食センター費、１４節工事請負費に営繕工事として、調理上、舗装工事など９４２万４,

０００円、３目海洋センター施設費、１２節委託料に、北原白秋マンガ製作委託料３８６万

１,０００円、電気設備改修設計業務委託料２０３万５,０００円、１４節工事請負費に営繕工

事として、電気設備改修工事２,６２９万４,０００円、４目ふれあい広場費、１７節備品購入

費にふれあい広場屋外遊具、５９１万９,０００円を追加しております。２７ページになりま

す。１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農地等災害復旧費、１２節委託

料に災害復旧工事に伴う地質調査委託料として４０３万７,０００円を追加しております。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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〇議⾧（立山秀喜君） ここで、説明の途中ですが、１０分間の休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午前 11 時 00 分 

再開 午前 11 時 10 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

説明の途中でありましたので、これを続行します。建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第４１号議案、令和４年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）について御説明申し上げます。１ページをお願いします。歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ１万円を追加し、それぞれの総額を６９９万５,０００円とするものでございます。２ペ

ージをお開きください。歳入でございます。５款繰入金は１項一般会計繰入金に１万円を追

加して５３９万３,０００円とし、歳入総額を６９９万５,０００円とするものでございます。

３ページは歳出でございます。１款総務費は１項総務管理費に１万円を追加して、４９７万

３,０００円とし、歳出総額を６９９万５,０００円とするものでございます。４ページと５ペ

ージは歳入歳出補正予算事項別明細書の総括表でございます。６ページをお願いします。歳

入について説明いたします。５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金に１万

円を追加し、繰入金総額を５３９万３,０００円とするものでございます。７ページは歳出で

ございます。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に１万円を追加し、４９７万３,

０００円とするものでございます。これは、コンビニ収納導入に伴い、各会計収納割当て分

を委託料に含むものでございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

続きまして、第４２号議案、令和４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第

１号）について御説明申し上げます。１ページをお願いします。歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ８４万９,０００円を追加し、それぞれの総額を１億５,６７１万３,０００円とするもの

でございます。２ページをお開きください。歳入でございます。５款繰入金は１項一般会計

繰入金に８４万９,０００円を追加して、４,５４６万９,０００円とし、歳入総額を１億５,６

７１万３,０００円とするものでございます。３ページは歳出でございます。１款総務費は、

１項総務管理費に１１万円を追加して、５,３５８万１,０００円とし、２款事業費は１項浄化

槽整備推進事業費に２,０００円を追加し、７,４６０万１,０００円とし、３款公債費、１項公

債費に７３万７,０００円を追加し、２,８３３万１,０００円とし、歳出総額を１億５,６７１

万３,０００円とするものでございます。４ページと５ページは歳入歳出補正予算事項別明細

書の総括表でございます。６ページをお願いいたします。歳入についての説明でございます。

５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金に８４万９,０００円を追加し、繰入

金総額を４,５４６万９,０００円とするものでございます。７ページは歳出でございます。１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費に１１万円を追加し、５,３５８万１,０００円と

するものでございます。これはコンビニ収納導入に伴い、各会計収納割当て分を委託料に含

むものでございます。２款事業費、１項浄化槽整備推進事業費、１目浄化槽建設費に２,００

０円を追加し、７,４６０万１,０００円とするものでございます。職員の人事異動に伴い、職
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員手当等の組替えによるものでございます。３款公債費、１項公債費、１目元金に６７万円

を追加し、２,６１９万６,０００円とし、２目利子に６万７,０００円を追加し、２１３万５,

０００円とし、総額を２,８３３万１,０００円とするものでございます。公営企業会計移行に

向けた委託料の借入れによる地方債の元金償還金と利子償還金でございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

続きまして、第４３号議案、令和４年度南関町下水道事業補正予算（第１号）について御

説明いたします。１ページをお願いします。総則第１条、令和４年度南関町下水道事業の補

正予算（第１号）は次に定めるところによるものでございます。収益的収入及び支出、第２

条は、令和４年度南関町下水道事業予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正するものでございます。まず収入でございます。第１款下水道事業収益は、既決

予定額から３０万円を減額し、総額１億１,４９８万７,０００円とするものでございます。内

訳としまして、第１項営業収益は、既決予定額から９万９,０００円を減額し、３,７０４万７,

０００円とし、第２項営業外収益は既決予定額から２０万１,０００円を減額し、７,７９４万

円とするものでございます。この収益的収入の補正につきましては、職員の人事異動に伴い、

職員の手当等が減となったことで、一般会計より繰り入れる負担金及び補助金を減額するも

のでございます。次に支出でございます。第１款下水道事業費用は、既決予定額から３０万

円を減額し、総額１億４,６４０万８,０００円とするものでございます。内訳としまして、第

１項営業費用は、既決予定額から３０万円を減額し、計の１億３,６７６万９,０００円とする

ものでございます。これにつきましては職員の人事異動に伴う職員手当等を４０万円減額し、

コンビニ収納導入に伴い、各会計収入、収納割当て分を１０万円を追加するものでございま

す。第２項営業外費用及び第３項予備費については、補正はございません。２ページをお願

いいたします。議会の議決を経なければ流用することの出来ない経費、第３条予算第８条に

定めた経費の金額を次のように改めるものでございます。職員給与費は、既決予定額から４

０万円を減額し、５９８万４,０００円とするものでございます。他会計からの補助金、第４

条予算、第９条中の、３,２９４万９,０００円を３,２７４万８,０００円に改めるものでござ

います。これは収益的収入で、一般会計より繰り入れる負担金及び補助金の減額によるもの

でございます。３ページ以降は、補正予算実施計画書及び予定貸借対照表でございます。 

以上で説明は終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、提案理由の説明を終了します。 

日程第 16 一般質問 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第１６、一般質問を行います。 

発言の通告があっていますので、順次発言を許します。３番議員の質問を許します。 

３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） 

皆様、改めましておはようございます。３番議員の矢野でございます。早速ですね、一般

質問をさせていただきます。今回はですね、３点でございます。まず、質問事項１点目、農

業関係の助成についてでございます。１、危険木の伐採については、令和４年度から住宅へ

の倒木被害での助成金が交付されますが、近年、水田、畑周囲のですね、杉等が大木になり
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まして、そのおかげで、収量が減少するなど、多く見られます。つきましてはですね、農業

経営安定のためにも、支援策をですね、行う必要があると思いますが、その取組みについて

お尋ね申し上げます。 

続きましてですね、農業の災害復旧対策についてでございます。令和２年７月の水害、ま

た、令和３年の８月の大雨での水害がですね、南関町でも発生し、ここ２年間だけ見ても、

かなりの被害件数となっております。今後もですね、この異常気象がですね、いつ発生して

もおかしくない状況でございます。復旧工事もですね、随時行われておりますが、復旧後で

すね、特に水田ではございますが、その現場を見ますと、現状維持の災害復旧でございまし

て、今後その議題がですね、発生したときには、同じようなですね、被害がまた想定されま

す。復旧は現状維持ではなくですね、復旧復興、２度３度ですね、災害がならないように、

全部とは言ってはいませんが、そのような箇所がありますので、このような箇所だけでもで

すね、工事は出来ないものかということでお尋ね申し上げます。 

最後にですね、質問事項、農業のコロナ化対策についてでございます。南関町にですね、

国からの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金名目でですね、２年前から補正

も含めまして、数回ですね、交付されていますが、この使途についてはどうなっているのか。

また、そのうちでですね、農業関係には何％の助成があるのか、お尋ねいたします。なお、

総金額をですね、よければお答え願いたいと思います。なお、そのあとですね、質問は自席

で行います。よろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員の質問に対する答弁を求めます。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） ３番、矢野 修一議員の「農業関係の助成について」危険木の伐採 につ

いて、近年水田周辺の杉等が大木になりその影で収量が減少する所が多く見られる。農業経

営安定の為にも支援策を行う必要があると思うが取組みについて尋ねる。についてお答えい

たします。中山間地域の農地は山林等に隣接し、樹木の影となり日光があたらず日照不足に

より農作物に影響を与えている場所が数多く存在するものと考えます。農作物の生育不足に

よる収量の減少、品質及び食味の低下、日光不足に伴う土壌の加湿化、病害虫の発生など様々

な農作物被害を引き起こす要因になるものと思われます。こうした状況は、農地に隣接する

山林等の管理不足に伴う樹木の大木化、荒廃化などにより近年山林等の荒廃はいろいろなと

ころで問題となっており、少し前に井下議員からもご質問がありました「里山の現状と今後

について」でもお答えいたしましたように、以前は薪炭用材の伐採・落葉の採取等、地域住

民の方々に継続的に維持・管理されてきた山林であったものが、需要の変化、不在地主によ

る放置、管理不足に伴う樹木の高木化、竹の侵入による山林劣化の進行、過疎化・高齢化に

よる人的課題など、様々な原因が考えられます。現在、農地に隣接する山林等を管理されて

いる方は、土地所有者の方と思いますが、農地を管理されている方が土地所有者の承諾を得

て伐採等の管理を行なっておられるなど、様々な形で管理をされているのが現状であると思

います。しかし一方では、山林等所有者の不在・不明、大木化に伴う伐採困難等の問題が生

じているところも多々あると考えます。そのような問題を解決するためにも、農地の地権者

及び管理者、並びに障害となる土地の地権者の間での話合いが必要であり、問題を解決する

うえでは地域の方々との話合いも必要になると考えます。また、行政としましても、個人情
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報等の問題もありますが、しっかりと対応して参りたいと思います。町の取組みについては、

農地を保全していくうえで、まず「圃場整備の推進」を継続的に実施するとともに、地域の

共同活動による地域資源の保全活動等に対し「多面的機能支払事業」、中山間地域において、

適切な農業生産活動が持続的に行われるよう、協定に基づいた活動を支援する「中山間地域

等直接支払事業」などの支援対策を行っているところです。今後もこのような事業を活用し、

農地並びに地域資源の維持・保全に取り組んでいく必要があると考えております。 

次に「農業の災害復旧対策について」ここ数年を見ても異常気象がいつ発生してもおかし

くない状況である。復旧工事も随時行なわれているが、復旧後の現場を見ると、現状維持の

災害復旧であり、今後、同じような被害が想定される。復興復旧の工事は出来ないものか尋

ねる。についてお答えいたします。わが国は、極めて災害を受けやすい自然条件下にあるこ

とから、公共の福祉の確保や農林水産業の維持を図る観点から、国が一定の要件に該当する

災害復旧に係る経費の一部を補助または負担する制度が設けてあります。この制度を利用し

て災害復旧を行っていますので、採択には条件がありますし、復旧工法も原則原型復旧とな

っており、土羽のままの復旧箇所もあり、国の設計基準に則り設計を行い、国土交通省の査

定官と財務省の立会官より審査を受けて許可を受けた災害復旧となりますので、ご理解いた

だきたいと思います。なお、安定した勾配が取れない法面等は、ブロック積等にしたり、湧

水が止まらない箇所はふとん籠を採用したりしていますが、水を張る畦畔部分は土羽を設け

るようになっております。また、農災では受益者の負担が生じますので、なるべく安価で経

済的な工法が基準とされており、農地についての予防的な対策の補助はありませんが、農業

用施設等の改善事業には 50 万円限度の町補助金もありますので、これをご活用いただければ

と思いますし、強靭な農業政策には、圃場整備事業に取り組んでいただければより効果があ

ると思っております。 

最後に、「農業のコロナ過対策について」新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の使途についてはどうなっているのか。また、その内で、農業関係にはどのくらいの助成

があるのか尋ねる。についてお答えいたします。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の対象事業としましては、新型コロナウイルスの感染拡大の防止及び感染拡大の影

響を受けている地域経済や住民生活の支援等を通じた地方創生に資する事業とされており、

令和 2 年度から始まり今年度で 3 年目となります。令和 2 年度におきましては、国からの交

付決定額が 318,717 千円で、そのうち主なものが、なんかんトッパ商品券交付事業、小中学

校へのタブレット端末の整備、災害時の避難所として使用する南の関うから館の空調設備改

修工事などを行いました。令和 3 年度は、交付決定額が 131,504 千円で、役場庁舎の感染対

策事業、学校給食センターの備品購入、南関町めぐってお得シールラリー事業などを実施し、

今年度は、現在の交付決定額が 179,316 千円で、このうち 50,332 千円は、コロナ禍における

原油・物価高騰に対応した事業が対象となり、原油・物価高騰に影響を受けている全ての町

民を対象にして、なんかんトッパ商品券を交付する事業などを計画しております。そのほか

につきましては、キャッシュレス収納システム導入事業など今回の補正予算に計上させてい

ただいており、町の基幹産業である農業関連への使途としましては、経営継続に向けた取組

み支援、生産体制の強化、所得向上・育成に対する支援、農林産物の需要喚起など、新型コ
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ロナウイルス感染症への対応として、本町の農業振興に欠かせない施策について提案を行っ

ているところです。令和２年度の二次募集より事業提案を行い、令和３年度末までに延べ１

６の事業を実施し、今議会定例会において、四次募集分の８事業の予算を提案しております。

事業内容といたしましては、経営継続に向けた取組み支援としては「水稲防除等補助事業」

「畜産農家経営支援事業」などを、生産体制の強化としては「農業高度化推進事業」などを、

所得向上・育成に対する支援としは「新規就農者育成対策事業」などを、農林産物の需要喚

起としては「公共施設への花き展示事業」を提案いたしております。今後も国の施策等を鑑

み、町民の皆様に有効な施策提案を行いたいと考えております。また、事業の内容等につき

ましては、町ホームページ及び広報なんかん、各種会議等で周知を図っているところです。 

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていただ

きます。また、詳細については、担当課⾧がお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 3 番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） まず危険木の伐採についてございますけど、結構周りを見ますとで 

すね、もう大木になって、そこが木を切っても自分で伐採が出来ない箇所、難しい箇所です

ね。そういう箇所についてはですね、どうしてもそういう大木が、水稲、田んぼ等に来てい

るようなところにつきましてはやっぱ業者にですね、もう頼むしかないのでですね、そのよ

うな費用をですね、一部補助してほしいと思っております。特に、もう今農業者も高齢化の

中でございますので、そういう木を切って、事故をして亡くなったっちゅう方が、もう隣町

にもいらっしゃいます。そのようなこともありますので、よろしければ助成金を出す計画は

どうか、お尋ね申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口 明君） 基本的に先ほど町⾧の答弁からもありましたように、今ですね、中 

山間の直接支払事業及び、多面的事業においてですね、共同活動においてはですね、みんな

でやられる、樹木伐採等の日当等の費用をですね、出すことが可能となっております。 

まずですね、それを利用していただいてですね、地域の皆様の合意形成を図りながらですね、

そういったやつを利用していただければと考えております。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） 住宅関係は倒木被害での助成金が交付されるようになりましたです

ね、令和４年から。そのような形で、実現は難しいわけですかね、やっぱ。地権者と、山の森

林のですね、人たちの中で一応、連絡をとりながらですね、どうしてもやはりもう業者に頼

むしかなかけんですね。そういうのはやっぱり難しいわけですかね。そんなにはないとは思

いますけどですね。そういうので中山間の事業とか、そういうのもいいですけど。その実現

に向けては、努力出来ないものかなとはちょっと思いましたので、質問しました。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口 明君） はい。住宅に隣接する樹木等についてはですね、やはり人的被害、  

災害等による人的被害があるということも踏まえた中でですね、森林環境譲与税の利用とい

う形の中で、補助をいたしております。やはりこうした樹木による障害というのは農地に限

らず、道路等にも発生をしております。その辺はですね、今後ですね、やはり管理者、公共的
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管理者として町がですね、いろいろな考えを持ちながらですね、いろいろな財源を工夫して

やっていくということで、今後は考えたいと思います。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） はい、わかりました。ありがとうございます。しっかりですね、農業

者の目線に立ってですね、今後、５年先１０年先を据えて検討していただければと思ってお

ります。よろしくお願い申し上げます。 

次にですね、農業災害復旧対策のほうで、ちょっと御質問をいたします。いろんな助成が

ありますね。激甚災害指定の助成ですかね。それにつきましては大体クリアしているわけで

ございますけど、約９９％、ほとんど出るわけでございます。しかしながら普通の災害等で

すね、そういう数字についてついてですね。また、同じ場所が災害に遭う場合、どうにか助

成がないのかなと思って一応質問をしております。よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） はい。個人の農地についての助成のお話が出ましたけども、基本的 

には個人財産でございますんで、国も町も補助をするっていうのを持ち合わせておりません。

ただ小災害ということで、災害にかからなかったところにつきましては、うちの町のほうも、

農地については、５万円、１０万円以上とか５万円を補助しますということで、出している

ところでございます。それ以外のところは、国を探してもありません。この災害復旧事業と

いいますのは大変珍しい事業でございまして、個人財産の農地につきまして、国が補助を出

しております。従来であれば、普通の災害であれば５０％、残りは本人負担でございます。

本人負担のところを、町が５０％のうちの９割を起債をつけて補助をしておりますんで、南

関町では大変手出しが少ない事業となっておりますけども、よその町に比べますと、大変う

ちの町は手厚く出してる事業でございます。一番使う事業はやっぱりこの災害復旧事業とい

うのをお使いいただくほうが一番幸いかと考えております。それ以外については今のところ

探してみても、これほど大変よろしい事業はないかと思いますんで、これもうちの町として

も、これをまだ進めさせていただきたいと考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） ありがとうございました。もう一つですね、令和２年、令和３年度  

ですね、かなりの水害を大雨の水害が２年間にわたってですね、被害件数があってきました。

こういうことですね、もうそういう災害がいつ起きてもですね、おかしくない状況でござい

ます。私が言いたいのはですね。復旧という元の状態に戻すということでやって、国が出す

ということでございますけど、それを元の状態に戻してもですね、同じ箇所がですね、また、

二度、三度災害が起きている箇所がございます。多くはないですけどそういう箇所がござい

ますので、ちょっと手を加えて、補強しておけばですね、もう二度とそこは起きないと思う

ところが何箇所かございます。それがないのでまた、同じ箇所がまた災害で受けているとい

うことで本当、税金の無駄遣いではないかと私は思っております。お考えをお聞かせくださ

い。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 今ありました同じようなところが同じ被災をするというのは、恐ら 

くそこに水みちが出来てるんではないかと思います。まずはそちらの解消が大事かと思いま
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す。基盤が崩れたりとか、法面が崩れたりするところについては、恐らく水みちを変えてや

ることによって、大変激減するかと思いますんで、そういう対策事業をしていただければよ

ろしいかなと考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） はい、わかりました。今後もですね、もう今日ももう６月というこ  

とで、もう梅雨に入りますし、７月８月と水害並び台風等もですね、来る時期になってきま

した。この件につきましてもですね、今後ですね、将来にわたってですね、検討していただ

ければと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。２点目はこれで終わりた

いと思います。 

今度は３点目ですね。農業のコロナ禍対策ということで、コロナ禍の影響の中でですね、

農畜産物を営む上ですね原油高、また、飼料なり肥料そして、穀物不使用等のですね値上が

り高騰が続き、ますます厳しい経営状況が今後続くとは思います。地域のですね、経済全体

を支える農業のためにも、御検討いただければと思っておりますし、この農業の発展のため

にもですね、今までが総額で、町⾧が述べました、約６億ほどのコロナ対策が講じている中

で、農業対策のほうがどれくらいあったのかと思いましてですね、全体の何％くらいの助成

があったのかちょっとお尋ねいたします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口 明君） はい。今の御質問にお答えします。予算ベースでお話をしますと、  

国の配分が５億６,２４８万２,０００円、農業関連では、そのうち６,８１８万２,０００円を

計上いたしているところであります。割合といたしましては、１２.１％の割合であります。

以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） ５億６,０００万に対して、６,８００万ということであれば、ちょっ

とこのですね、南関町は一応基幹産業ということで、地域の経済全体を支える、この産業で

すけどね、この農業を守るためにはこの１２％っちゅうのはちょっと少な過ぎるんではない

かと私は思うわけでございます。せめてですね、私はさっき言いましたけどいろんな資材等

が高騰し、農業者もですね、厳しい状況が続いている中でございますので、もうちょっと、

この６,８００万というのはですね、少なすぎるのではないかと思いまして今後ですね、考え

ていってもらえればと思っておりますが、どうでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口 明君） はい。今の御質問ですけど、やはりですね、このコロナ感染症の地  

方創生交付金っていうのは、やはりコロナに特化した部分で、使用が認められてるというこ

ともありまして、しっかりとですね、今まで３年間にでですね、ＪＡさんとか、いろいろな

農業関係機関とですね、協議をしながらですね、この町に合った助成が、どのくらいできる

のかということで提案をいたしております。今後はですね、やはり議員の皆様方のですね、

声もしっかりと聞きながらですね、提案が出来ていけばと考えます。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） はい。今後もですね、コロナ対策以外にも、対策等が農業関係ある   
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かと思いますが、コロナ禍の質問とちょっと変わりますけど、認定農家、新規就農者はです

ね、需要が結構ございます。しかしながら、普通の農家さんは、そういう事業はほとんどな

いような、と思っておりますが、そういう状況をどのようにお考えか、お聞かせください。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口 明君） はい。やはり矢野議員がお聞かれのようにですね、認定農業者さん、

農業法人さん、やはりそういう方にはですね、国県町もですけども、やはり農業にとっての

特典っていうかですね、補助、メニューがいっぱいあります。ただしですね、やはり兼業農

家さんあたりへのですね、補助というのは、このコロナの地方創生では幾つか、事業として

挙げておりますが、一般的な事業としてはですね、今、ないような状況です。今後はですね、

やはり農家さんが、２名３名集まられて、基本的にやはりいろんな組織を立ち上げられたと

こについてはですね、やはりいろいろな助成、補助をですね、考えていかなければならない

と思っております。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） はい、３番議員。 

〇３番議員（矢野修一君） はい、ありがとうございました。今後しっかりとですね、農業者、特

に今、認定農業者は７０人ぐらいですかね、いらっしゃるのがですね、新規就農者あたりも

限界あると思っております。この基幹産業の農業をですね、これからも発展するようにです

ね、よろしくお願いしたいと思います。 

最後の最後にですね、一応まとめといたしまして、山間地域並びにその周辺の地域、そのほ

か地理的条件が悪く、農業をするのに不利なですね、南関はそういう地域でございます。南関

町はですね、平地に比べ、営農条件の便利上に置いて不利な状況にございます。 

また、イノシシ等農作物も、鳥獣被害を受けやすい環境にあり、また、人口減少、高齢化、担い

手不足等のですね、厳しい状況におかれております。このようなことからですね、中山地域に

おいてはですね。農地はやっぱ集積、また集約化等にですね、必要な生産基盤を図り、その上

で、地域周辺というですねこの宝をですね、生かしながら、そういう工夫を凝らした農業を始

めとした、農業につく取組み、所得を向上させていくことが重要だと思っております。私から

はですね、これで質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、３番議員の一般質問は終了しました。 

ここで一般質問の途中ですが、昼食のため、１時まで休憩します。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午前 11 時 54 分 

再開 午後 １時 00 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でありましたので、これを続行します。 

続いて、１番議員の質問を許します。１番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） こんにちは。１番議員の福山です。今回は三つの質問事項を一 

問一答方式で質問させていただきます。質問事項、南関町の脱プラ対策について。質問の要 

旨。１、南関町のごみの分別状況について尋ねる。２、プラスチック資源循環推進法に基づ 
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く南関町の考えと現状について尋ねる。３、令和５年度からの南関町の脱プラ対策への取組 

について尋ねる。 

以上、この後の再質問につきましては自席より行わせていただきます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員の質問に対する答弁を求めます。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） １番福山美佳議員の「南関町の脱プラ対策について」の質問にお答 

えいたします。 

まず、１「南関町のゴミの分別状況について尋ねる。」についてお答えします。一般家庭か

ら排出されるごみにつきましては、現在、玉名市の一部である旧岱明町、⾧洲町、和水町、

そして南関町の 4 市町において統一した分別を行い、焼却施設クリーンパークファイブにお

いて共同で処理を行っているところであります。さらに、ごみの収集につきましては、和水

町と共同で委託業者によるごみの収集を行っており、「ごみ出しカレンダー」及び「家庭用ご

みの分け方・出し方保存版」も共同で作成し、分別の周知を行うとともに、ごみを 9 種類に

分けて排出していただき、処理をしているところです。 

次に、２「プラスチック資源循環促進法に基づく南関町の考えと現状について尋ね 

る。」についてお答えします。プラスチック資源循環の促進等に関する法律は、令和 3 年 6 月

11 日に公布され、今年の 4 月 1 日から施行されており、この法律の趣旨は、プラスチックに

関わる製品の設計から廃棄物の処理までに関わるあらゆる主体(製造業者、販売業者、消費者)

における資源循環等の取り組みを促進することであると理解しており、町におきましてもこ

の法律が公布された年から早速、ごみの分別、再利用、再資源化等について住民の皆様に周

知を行ってきたところです。また、先ほど申しました、焼却施設についてですが、この焼却

炉は、「ガス化溶融炉」という形態であり、この焼却炉の特性としまして、プラスチックや食

品トレイ、ビニールなどの石油製品を燃焼時の助燃材(いわゆる灯油の代わり)として活用し

なければならない焼却炉であります。このような焼却炉の特性はありますが、この法律が施

行されおり、町としましても法律の趣旨を踏まえ、関係市町との協議を行いながら方向性を

見出していく必要があると認識しております。 

最後に、３「令和 5 年度からの南関町の脱プラ対策への取組について尋ねる。」につ 

いてお答えします。この法律を促進していくための措置として、国の責務、各自治体の責務、

事業者及び消費者の責務が謳われており、町としましてもこの施策の促進に必要な措置を講

じていかなければなりません。また、ごみの処理等につきましては、先ほどから申し上げて

おりますとおり、4 市町でのごみ処理を行っていることや、焼却炉の特性などから、すぐに本

町だけごみの分別や収集方法等を変更することは現状では難しいと考えられます。ただ、本

施策を推進していく必要がありますので、構成市町等において今後の取組方策等の検討を進

めて参りたいと思います。このほか、ごみ処理以外の部分においても脱プラに向けて住民の

皆さんでできること、また、事業者の皆さんでできることなど、可能なところから併せて取

り組んで参りたいと考えております。 

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせてい 

ただきます。また、詳細については、担当課⾧よりお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 
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〇１番議員（福山美佳君） プラスチック新法に対する町の考えと、焼却炉の特性については今 

の町⾧の答弁で分かりました。まず、先ほどの分別の件ですが、ごみ出しカレンダーによっ 

て、周知されていると思いますが、改めて分別の９種類の詳細を尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） ９種類の品目との質問でございます。９品目別に申し上げますと、

燃えるごみ、金属類、ガラス類缶類、瓶類、ペットボトル、資源ごみ、有害ごみ、粗大ごみ、

以上になります。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 町内各家庭から出るごみで分別がされていないごみや分別に誤りが 

あって、回収が出来ないごみもあると思いますが、どれくらいあるか尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） ごみの回収につきましては、委託業者により、行っていただいて

おりまして、回収時には細かく分別の状況を確認されておられます。分別の不適当として、

例えば、ペットボトルの蓋が外れていなかったり、名前が記載されていなかったりなど、回

収されていないごみは、週に１００個程度だと聞いております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 回収出来なかったごみについては、どのような手順で回収できるま 

での状態になるのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 回収されていない、ごみにつきましては、黄色の回収不能のシ 

ールが業者により貼られます。地区によりましては、ごみ集積場所を管理する方がおられた 

り、また、区⾧さんや役員さんなどにより確認され、当事者に返却されているようです。そ 

の後、分別のやり直しをされ、再度出されることになります。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 分別がきちんと出来ていない世帯、回収が出来ないことが多い 

世帯があると住民の方に聞くんですけれども、そういう世帯を対象にした、町が行っている

指導、対策等があるのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 分別の回収につきましては、ごみ出しカレンダー、それから詳細

な冊子を配布しております。そのほかにつきましては、収集業者より、その都度指導をされ

ていると聞いております。また必要によってはですね、町から直接、指導等も行っている状

況です。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 近隣地域のごみの未回収の分別状況と比べて、南関町の状況はどうな

のか尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 南関町で回収されていないごみは週１００個程度と先ほど申し上

げましたけれども、人口規模等にもよるかと思いますけれども、隣のですね、和水町におか
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れましても、同じ収集業者で行っておりますので、南関町と同程度回収不能のごみがあると

伺っております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） プラスチック新法について新たに制定されましたが、住民の皆さんに

対して周知とは具体的にどんな方法があるのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） はい。プラスチック、新法につきましては、プラスチックの分別、

先ほど町⾧が申し上げましたけれども、あらゆる事業者により、取り組んでいくというよう

な趣旨でございます。現在、南関町におきましては、焼却炉の特性もございまして、プラス

チック関係の分別は特に行っているところであります。今後ですね、関係市町１市３町及び

広域組合とですね、協議を行いまして、周知等に向けて検討を行ってまいりたいと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 役場の職員内で脱プラ対策に呼びかけているようなことがあるか尋ね

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） はい、特にですね、呼びかけているということはございません。

すいません。失礼しました。分別につきましては、住民の皆様と同じように、分別に取り組

んでいるところでございまして、状況によってはですね、職員の皆さんにお願いをしている

ところであります。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 先ほどの９種類の分別ですが、ペットボトル以外のプラスチック類は

全て燃えるごみの袋に入れれば回収できるのか、尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） はい、ペットボトル、資源ごみ以外、それからペットボトル以外

につきましてはビニール包装やプラスチック類、紙類を燃えるごみとして、処理をすること

が出来ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 白色トレイ分別を含む脱プラ対策に取り組んでないのは熊本県下で何

箇所あるかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 県内の分別状況、白色トレイの分別状況ですけれども、旧岱明町、

⾧洲町、和水町、本町を含めまして、６市町が分別の未実施の状況でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 現在市町４箇所を、今言われました旧岱明町、⾧洲、和水、南関町で

使用されているガス化溶融炉ですが、取組やすい白色トレイを分別した場合、どれほど燃焼

温度に差が出るかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 白色トレイだけを抜いて焼却してもですね、灯油代等の増量、炉
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の燃焼には特に問題ないと伺っております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 確認ですが、家庭から出される一般ごみは全てクリーンパークファイ

ブに運ばれているのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） はい。全てクリーンパークファイブのほうに搬入をしております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 施行されたプラスチック新法に基づいて、南関町ではいつごろプラス

チックの分別を始めようと計画されているのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 分別の改修の予定ということでございますが、分別の回収につき

ましては、先ほど申し上げました焼却炉の特性も、関係もありますので関係市町等におきま

して今後、検討を行っていく必要があると考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 例えば山鹿のクリーン健康社、玉名リサイクルプラザは、クリーンパ

ークファイブより近いですし、買取りが出来ます。分別回収ルートの見直しの予定があるか、

お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 分別をして別に搬出する場合につきましては、処理方法、処理先

等、または予算等も関係してまいりますので、関係市町及び有明広域事務組合との協議が必

要になると考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 令和５年度版のごみカレンダーについては、来年度版を作成する時期

に入ってくると思いますが、和水町と南関町の分別のすり合わせを行っていくとは思うんで

すけれども、南関町独自の脱プラ法に基づいた取組の一つとして、白色トレイの自主回収場

のお知らせや、廃油の回収場所のお知らせなどを入れる必要性はないのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 税務住民課⾧。 

〇税務住民課⾧（東田彰夫君） 白色トレイの改修、関係等につきましては、先ほどから申し上げ

ています、１市３町とのですね、協議が必要になると考えておりますけれども、プラスチッ

ク新法もですね、施行されておりますので、前向きに検討を進めていければと考えていると

ころです。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 今回この質問を選んだのは、私が南関町に引っ越してきたときに、燃

えるごみにペットボトル以外のプラスチックを捨てているということに衝撃があったからで

す。何となくの習慣で、コンビニ弁当の容器は洗って分別したり、紙を紙で分けたり、そん

なごみの分別が普通だと思ってました。ごみを出す側からすれば、南関町の今の分別方法は

とても楽です。でも、今回のプラスチック新法の施行により、町全体のごみに対する意識、

習慣づけ、次世代のための環境問題、プラスチックによる海洋ごみからの健康問題に対して、
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広く知り、取り組んでもらういい機会だと思いました。海洋プラスチック汚染が生態系に与

える影響が深刻化し、国際的にプラスチック製品の使用抑制、回収、リサイクルの必要性、

気候変動問題への対応、脱酸素社会へということで、全ては子どもたち、お孫さんたちのた

めです。冒頭の町⾧からの答弁のとおり、町には町の事情があると思います。ただ、何かで

きることがあるはずです。個人からでも出来ます。プラスチック製品を使わないように、必

要な場合は購入しても⾧く使うようにとか。私たちは、１週間にクレジットカード１枚分の

プラスチックを、海洋生物、動物を食することで、摂取しているというデータもあります。

繰り返しにはなりますが子どもたちのため、お孫さんたちのために、ぜひ南関町が率先して、

そして市町４ヶ所に早急にかけ合い、脱プラ対策について検討を重ねていってほしいと思い

ます。これで南関町の脱プラ対策についての質問を終わります。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 質問事項２、小・中学校の保健教育の現状及び家庭環境に対する理解

について。質問の要旨。１、小中学校、保健室の利用状況と、生理用品の需要状況について尋

ねる。２、思春期の体の変化に対する家庭教育へのサポートと情報提供について尋ねる。３、

小中学校への生理用品設置について尋ねる。 

以上、この後の質問は自席にて答えさせていただきます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員の質問に対する答弁を求めます。教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） １番福山美佳議員の「小・中学校の保健教育の現状及び、家庭環境に

対する理解について」についてお答えします。今、情報化社会の進展により、様々な健康や

性・薬物等に関する情報の入手が容易になったり、一昨年度末からの新型コロナウイルス感

染症対策など、子供たちを取り巻く生活環境が大きく変化している中で、子供たち自らがそ

れらの情報等を正しく選択して適切に行動できるようにすることが喫緊の課題となっていま

す。 また、子供たちの現状としては、これまでの保健教育の取組などにより、健康の大切さ

への認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付くなど、一定の成果が見られる一方で、

現在はコロナ禍の制約された生活が⾧引く中で、基本的な生活習慣の乱れやスマートフォン

使用による健康課題等についても主体的に課題解決に取り組むなど、社会の変化に伴う新し

い健康課題に対応した教育の充実が求められています。 

１「小・中学校保健室の利用状況と生理用品の需要状況について尋ねる。」についてお答え

します。昨年度、保健室の一年間の平均利用者数は、８７１人（１日当たり４．３人）、その

内訳は、①けがや病気対応６６４人（３．３人）、②悩み等の相談９１人(０．４５人)、③生

理用品の配付３．６人、④その他として登校渋り、不登校対応等１２２人(０．６人)という状

況でした。 

２ 「思春期の体の変化に対する家庭教育へのサポートと情報提供について尋ねる」につ

きましてお答えします。最初に答弁しました保健教育の推進の中で、教科体育の保健領域で

の小学３・４年「体の発育・発達」や、５・６年「心の発達・不安や悩みへの対処」の学習を

中心に、理科や道徳、特別活動等の他教科等との教科横断的な取組を通して、生命の尊重や

自己及び他者の個性を尊重するとともに、相手を思いやり、望ましい人間関係を構築するな

ど、心身の健康の保持増進に関する教育の推進を図っているところです。その展開・充実に
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は、家庭や地域との積極的な連携・協力が必要で、保健教育の方針や児童生徒の実態やその

対応などについては、学校だよりや保健だより、授業公開、学級懇談等により保護者等への

情報提供、理解に努めるとともに、内容によってはこれまで町の PTA 連絡協議会や学校保健

委員会による講演会の実施など、保護者サポートにも取り組んできたところです。ただ、こ

の２年間は、コロナ禍の影響で講演会などは実施できていない現状で、そういうサポート面

からもとても厳しい状況にあります。また、思春期の体の変化について、特に、性に関する

指導に当たっては、発達段階の個人差もありプライバシー等の問題にも十分に留意して行う

必要があり、個別の対応が必要と判断した場合には、担任や養護教諭が直接関わるなど、一

人ひとりに応じた個別指導によるサポート対応も工夫されています。 

３「小・中学校への生理用品設置について尋ねる」についてお答えします。昨年８月に新

日本婦人の会熊本県本部から「生理用品の無償配布とトイレ常備を求める」趣旨の要請書が

届き、この対応について、町の校⾧会や養護部会、定例の教育委員会でも検討をして参りま

した。その中では、学校のトイレに設置した場合、自分自身での準備が疎かになり、受け身

的な気持ちの醸成に繋がる心配やいたずらなどの生徒指導上の問題が起きる可能性があるこ

と、また、町内の学校はすべて小規模校で、トイレに設置しなくても児童生徒の発達段階や

成⾧過程を考慮して保健室で配付した方が教育的効果も大きいことなどが出され、その場合、

子ども自身が保健室にもらいに行きやすい校内体制の整備も必要であるとの指摘もあったと

ころです。これらのことを踏まえ、現在、町の小・中学校のトイレには、生理用品の設置は

せず、子供たちには保健室にもらいに来るように、共通した対応をお願いしているところで

す。 

以上、お答えいたしまして、後のご質問は自席よりお答えさせていただきます。また、詳

細につきましては、課⾧がお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 教育⾧の答弁で、コロナ禍の約２年間で、学校と保護者との距離が出

来ているということは理解しています。まず、生理用品の配布については、年間３.６人との

ことですが、これは小・中合わせてのことか尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい町内小・中学校５校の平均でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 教育⾧がおっしゃるように、ここ数年で子どもたちを取り巻く環境は

大きく変化しています。今後は今まで以上に養護教諭の存在が重要になってくるのは明確な

ことですが、現代的健康課題、心身課題に直面する養護教諭と教職員と教育委員会の情報共

有の状況、方法は具体的にどのようになっているかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。教育委員会と学校の養護教諭と捉えてよろしいでしょうか。は

い。養護部会というのを定期的に月１回程度実施している中に、教育委員会の担当者の出席

しながら、情報の共有といいますか、課題等についての対応等について検討している場がま

ずございます。それが１番の情報の共有の取組だと考えております。 
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〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 思春期の体の変化、性に関する指導の個別の対応が必要と判断する場

合とはどんな場合か、または町の基準等あるのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 性に関する指導については、全体的な指導として小学校の１年生から

６年生、中学校になれば１年生から３年生、それぞれ一緒といいますか学年、あるいはクラ

ス単位で指導する場面もございます。そういう中で、教科の中でやる場合には３、４年生か

ら先ほど、お答えしましたけど、教科書、保健体育の教科書がございますので、３、４年生か

ら正式には事業の中で、学んでいきます。その前の１年生は、１年生なりの２年生は２年生

なりの体の変化等についての学習等も特別活動とかを通してやっていきます。そういう中で、

子どもたちが発達の段階が違う部分もございます。それは３年生、あるいは４年生、生理の

話題も出ておりますけど、早い段階で起こってくる子どもさんたち、そういう部分もござい

ますのでですね、状況によっては、男女分けた指導をしたり、あるいは、そういう時期を迎

えている子どもたちについては、個別指導をしたりと、そういう子どもたちの状況に応じた

指導を工夫しているところでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 個別の対応が必要と判断する場合っていうのが、どういう場合なのか

を尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい、特に具体的な判断基準とかを設けてないんですけど、そういう

部分で、保健室の養護教諭のほうに相談がしやすい体制といいますか、そういうところをや

りながら、養護教諭はそういう判断をした場合には、学級担任あたりを通じて、あるいは直

接養護教諭かかかわりを持ったり、あるいは学校のほうから家庭のほうにお知らせをしたり

とか、そういうところで対応を具体的に検討していく、形上はそういう形になって対応して

いると考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 今、教育⾧が言われたように、思春期の体の変化については個人差が

あります。ユニチャームのデータでは小学校３年生までに生理が来る子は１００人中６人で

す。このデータからいくと、小学校３、４年生の体の発育発達の学びの前に生理が来る子が

いるということです。そして、今は１人親世帯も珍しくはありません。 

母子家庭で女の子を育てているところもあります。母子家庭で男の子を育てているところも

あります。小規模校というのということであれば、学校だより保健だより等だけでなく、個々

の状況を把握しながら、さらなる学校と保護者の連携を強化できるのではないかと思います

が、教育⾧の考えを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。私の考えというより、実際学校のほうで取組といいますか。養

護教諭がそういう相談を受けた場合には、担任が男性教諭あたりだったら、もう養護教諭の

ほうでですね直接、家庭に連絡を入れて、今子どもさんがこういうことで、悩んでおられま
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すとか、そういう情報を伝える中でですね、個別の対応を工夫しているところでございます。

そういう対応のほうがですね、より子どもたちのほうにも親身な形で、いろんな指導が出来

ていくのかな、そんな思いを持っております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 生理用品の設置の件ですが、昨年の８月に新日本婦人の会の熊本県支

部から要旨斉唱が届き、検討したということですが、自分自身での基準がおろそかになるこ

とに、何か心配があるのでしょうか。ナプキンは体の発育上トイレットペーパーと同じと考

えるべきだと思っています。いたずらなどの生徒指導上とはどんな問題が起きるのか。小規

模校ということから、保健室で配付したほうがいいと、その判断された事象について適切だ

ったのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。先ほどお話ししましたように、８月末だったと思いますけど、

そういう要請書が届きましてですね、これは学校現場でまず考えていただく必要があるだろ

うということで、校⾧会を通じて、学校に返したところでした。学校のほうでは、養護の先

生を中心にですね、どういう対応ができるのか、そういう部分を考えていただきながらです

ね、学校というところは、やっぱり教育施設でございます。そういうところに一律にトイレ

に配置した場合というところでですね、一つは先ほども子ども本人が、学校に行けば学校に

その辺は備わっているという部分で、自分での対応といいますか、そういうところがおろそ

かになってくる。あるいは、消費も増えてくるだろう。そういう部分でですね、将来、大人に

近づくにしたがって自立をしていく上では、そういう「自分で」という部分が、なかなか厳

しくなってくるのではないか。そういうところが一つ大きな部分です。それと、学校の中に

は、女の子の異性、男の子がこの半分程度おります。そういう子どもたち、女の子に比べる

と、発達、成⾧段階は、約２年ぐらい遅いですかね、男子のほうが。そういう思春期を迎える

のが、そういう部分でですね。若干まだ小学校の低学年高学年、考え方が余り育ってないっ

ていいますか。そういう部分で、面白半分というか、興味関心を高くなったり、そういう部

分でのいたずらといいますか。そういうところが発展していくと小学校高学年、中学生あた

りになっていきますと、生徒指導上の問題あたりにも、発展していく恐れがある。現在も、

もう大人社会でも、高学歴の方の中にも、いろんな形でですねそういう、盗撮とか、いろん

なところに問題が発展する恐れがありますので、そういう部分での心配っていいますか、懸

念材料。そういうところの報告もあったところです。また、母子家庭、父子家庭、そういう部

分での厳しいところもありますけど、そういうところも、やっぱり家庭で、実際、我が子が

どういう状況にある、どういうところで悩んでいる、そういう部分はやっぱり親として、し

っかりと状況を分かっていただく必要がありますので、そういう部分の関わりという点では

やっぱり養護教諭のほうから、家庭のお母さん、お父さんに話をする中でですね、御理解を

いただくといいますか、そういう対応をしていかないと、学校は、成⾧過程にある子どもた

ちを預かっている、そういうところで親御さんにもやっぱり子どもたちの発達段階というの

はしっかりと理解していただく必要があると、そういうところから、今回、配置をせずに、

少ない規模の学校だからそういう対応で、十分対応できるというところでですね、まだ実際、
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実施に移ってる段階が本年度の１月からそういう状況で、やっておりますのでですね、まだ

検証といいますか。そういう時期には達してないと思いますので、もう少し現状を見守りな

がら対応していきたいというふうに考えているところです。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 今言われていた、いたずらなどの生徒指導上の問題っていう話も出た

と思うんですけれども、例えば小中学校に置いてあるトイレットペーパーにいたずらをする

子がいるか、学校に置いてあるせっけんなど何でもいいんですけれども、備品にいたずらを

する子がいるのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい、実際おります。トイレットペーパーにしてもですね、大便のほ

うが間に合わなかったりして、便器をいっぱい汚して、自分でも対応し切れなくて、設置し

てあるトイレットペーパーもぐるぐる巻きに使って、きれいにならなかった事例とかですね。

そういう事例もあります。あるいはせっけんあたりにつきましても、手洗い場に置いておけ

ば、それが、細かくちぎられたりとか、あるいはいっぺんになくなったりとか、そういう現

象も、はい、少ないですけど、あっております。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） いたずらなどの生徒指導上の問題ですけれども、このナプキンを置く

ことによって、もしそれがいたずらにいたずらする可能性があったり、いたずらがあったと

したならば、そのときに指導してあげることも重要な教育の一環なのではないかなと感じる

んですが、いかが思いますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。そういう指導の方法もありますけど、今回は、各学校の養護部

会、校⾧会として教育委員会でも検討した中での措置でございますのでですね、そういうと

ころも、御理解いただきたいというところで、の答弁でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 今回質問事項に挙げている小中学校への生理用品の設置についてです

が、コロナ禍により様々な気づきが見えてくるきっかけになったと思います。 

その中で、女性の視点から生理用品の設置について着目し、県内では熊本市を筆頭にぞくぞ

くと設置が始まっています。設置された地域などの情報収集はされているとは思いますが、

そのことについて教育⾧の考えを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい、もう県内でもそういう設置の方向で動いているところもありま

すけど、そこはそれで、うちはうちとして、そういう要望に要請に対して、現場と話合いを

通じる中で、そういう、対応にしたというところでですね、やっぱりそれはそれで、よそに

流される必要はないのかなと、やっぱり町は小規模校というそのよさがありますのでですね、

その部分を精いっぱい活用しながら、そういう生徒指導上の問題あたりもつながらないよう

な、対応を工夫していけたらな、そんな思いでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 
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〇１番議員（福山美佳君） 今から私が言うのはですね東京の港区の小学校５年生から中学                                                                

校３年生までの全ての女子生徒約２,４００人にアンケートを取った結果を言います。 

ネットで誰でも見ることができる内容です。「学校で生理用品がなくて困ったことがある」と

答えた子が１７％です。「困った理由が持参するのを忘れたから」が９５％。私も同じ女性で

す。生理が来る、同じ女性として言います。完璧に準備するのは大人でも難しいです。まし

ては、まだ周りの友達に生理がきていない、まだ来ている子が少ない中で、休み時間の間に

トイレに行き、生理の始まりに気づき、保健室までもらいに行き、またトイレに行ってナプ

キンを装着する。友達関係上、休み時間のしゃべりの時間も必要です。限られた休み時間の

１０分間で保健室までもらいに行くのは、子ども社会の中で大変勇気が要ると思います。そ

の点についてはどう感じるかを教育⾧に尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。保健室に行って、養護の先生と話をする、それが養護の先生の

ほうからですね、１番大事なことだ、大切なことだというお話も聞いております。 

特に南関の子どもたち、やっぱりおとなし目といいますか、なかなか自分の意見を出して、

相手に自分のことをわかってほしい、そういう部分ではですね、若干課題があります。そう

いうところで、町内では、自分の考え、思いをですね、はっきりと伝えることができる子ど

もの育成といいますか、そういうことを目指しております。ですから、まずは養護の先生と、

自分の思いをやりとりできる、そういう関係をつくって、そういうことをもとに養護の先生

がそういう気持ちがわかってくれれば、少人数ですから、次の対応といいますか。次々の対

応っていうか、やっぱり小学校６年間は交代ありますけどですね、そういう関係づくりの中

で、やっぱり健康という部分で、関わっていただいた部分がその子にとっては、よりきめ細

やかな自立に向けたサポートになっていくのではないかと、そういうふうな思いを持ってい

るところでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番委員。 

〇１番議員（福山美佳君） 現段階で、生理用品を学校に設置しているところでは、今は設置の仕

方について、学校ごとに模索して、情報交換を行うなど、取組を進めていっているようです。

特に、生理用品設置に添えるメッセージの気遣いや、今まで以上に保健室に行きやすい環境

にできるようなメッセージにしようとされています。例えば、かなり簡約しますが、「設置し

ているナプキンを使用したら、次の日でも思い出したら返してください」「ナプキンや生理用

のショーツのことを家庭で相談出来ますか」など数点の問いかけ、生理は女の子には当然の

現象ということ。養護の先生や担任の先生があなたの見方で相談できる存在だと添えてあり、

気軽に保健室に来てほしいという内容です。これは小国町の養護の方が考えたメッセージで

すが、心温まるすてきなメッセージなどを感じました。このようなほかの地域の取組につい

てはどのように感じているのかを教育⾧に尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 今お聞きした中身については、私は全然知りません。今初めて知っ 

たところでございます。そういう養護の先生との関係づくりの中で、とても今、お話があっ

たようなメッセージといいますか、そういうのはやはり、町内の学校でもですね、活かして、
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そういう関係づくりが出来ていったらな、そういう思いをしたところでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） まとめさせていただきます。教育⾧の答弁ではですね、残念ながら、

生理用品の設置はしないとのことですが、生理用品の設置により、安心した学校生活を送る

支援になると思います。急な生理により、トイレットペーパーで応急処置をしたり、準備し

ていた枚数が少なかったからと、交換回数を減らしたり、ストレスのある学校生活を送るこ

ともあります。学習に集中出来ない場合もあると思います。生理が定期的に来るようになる

まで周期も不安定です。また、中学校の夏服は、生理が漏れたら色合い的にも目立ちます。

そして南関町では、子育て支援と、他の市町村より力を注いでいます。前回の私の一般質問

の際、町⾧から「子は宝」というワードが出てきました。そういう考え方の町でなぜ小・中学

校に生理用品の設置をしないのか、私には少し受入れがたいです。女性には当たり前のよう

に来る生理、子どもを産むための準備が始まったということです。子どもたちが学校にいる

ときぐらいは安心して学校生活を送れるよう、学習に集中できるよう、今後も教育⾧初め、

関係者の皆さんには、子どもたちの気持ちに寄り添うための検討をしてほしいと思います。

生理用品もトイレットペーパーと同じような感覚で、例えば男性なら、大便をしたときに、

トイレットペーパーがなかったらどうしますか。保健室まで、教育⾧ならトイレットペーパ

ーをもらいに行くのでしょうか。これについては答弁は要りません。モラルの問題です。こ

れで、小中学校の保健教育の現状と理解についての質問を終わります。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 質問事項３、小学生の服装について。質問の要旨。各小学校の服装  

に関する規定の状況について尋ねる。この後の質問につきましては、自席より行わせていた

だきます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員の質問に対する答弁を求めます。教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 「小学生の服装について」の「各小学校の服装に関する規定の状況  

について尋ねる」につきましてお答えします。各小学校に確認したところ、冬場の暖を取る

ためのフード付きの服装等に関して、どの学校でもその着用について一部規定があります。

具体的に紹介しますと、「①フード付きの服は視界や音を遮るので、登下校中の着用留は認め

ているが、フードの使用は禁止している。また、校内では着用しない。手袋、ネックウォーマ

ー、コートも登下校時のみ可としている。②⾧いマフラーは安全面への配慮からしないよう

に指導している。他に着てはいけない服の指示はないが、ネックウォーマーやフード付き、

耳当てを着用している子どもがいるとのこと。③授業中は、フードを被らないように指導し

ている。④動きやすい服装(安全上、できるだけフードのない服を着用ください)と示して指

導している。」と、規定の内容に違いがあります。これは、それぞれの学校の実態や経緯等を

踏まえての規定であると思いますが、子供たちの安全確保上の課題もあるようですので、校

⾧会での協議をお願いしていきたいと考えています。 

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては自席よりお答えさせていただきま

す。また、詳細につきましては、課⾧がお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 
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〇１番議員（福山美佳君） そもそも、なぜ学校ごとに違うのかを尋ねます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい、服装といいますか、今、子どもたちの服装については、私自身

はそれぞれの学校の考えて決めることなのかな、そういう思いでありますので、議員の質問

の答えになってるかどうかわかりませんけどですね。はい、それぞれの学校での、子どもた

ちの身につけるまでの決まりといいますか。そういうふうな解釈で、自分自身はいたところ

でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 先ほど教育⾧がおっしゃられた安全面への配慮なら、情報をですね共

有 して、統一したほうがいいと感じますがどう考えるのか、お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 答弁の最後にお答えしましたようにですね、校⾧会のほうにですね、

今の御質問の趣旨あたりを話しながらですね、検討いただくといいますか、やっぱりまちま

ちでありますのでですね、その辺りについては、登下校含めて、やっぱり見えにくくなった

り、音が聞こえないっていう部分は、交通事故あたりも心配されますので、そういう安全配

慮にかかるような部分については、対応を同じにしていったほうがいいと考えておりますの

で、そんなところで、はい、解決していけたらと思っております。 

〇議⾧（立山秀喜君） 1 番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） 保護者からしてみるとですね、南関町立小学校に通わせているって 

いう感覚であって、四つそれぞれ選べるわけではないと思うんです。今の住んでる場所で第

三小学校第二小学校であるわけで、規定がばらばらなことによってですね、非常に保護者の

皆さんが混乱されているんですけれども、そのことについてはどうお考えですか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。今回の服装の件について、福山議員から聞いてですね、私も  

初めてそういう認識をしたところでございます。先ほどの保健教育の部分で、学校にお尋ね

する部分でですね、今回服装の件もちょっと参考までに聞いたところ、学校のほうでは服装

に関する、保護者の思いと、そういうばらばらになってるとか、そういうことでの不便とか、

そういう部分でのお願いとかですねそういうことを一切聞いてないっていう、校⾧先生方の

回答でありましたのでですね。今回、学校にそうやってお尋ねした部分が一つ、話題性にな

ってくるのかなという思いをしたところでございました。 

〇議⾧（立山秀喜君） １番議員。 

〇１番議員（福山美佳君） そういう保護者の声が学校側に届かないっていうのは、その関係が 

あまり築かれてないのかなという印象を受けました。まとめにはなりますが、先ほども言っ

たように保護者は南関町の町立の小学校に通わせてるわけで、四つの小学校から好きなとこ

ろを選んで通わせてるわけではありません。子どものスポーツの場であったり、保護者同士

の集いの場であったり、他校区の保護者同士、情報交換が盛んに行われています。服装の規

定の現状が保護者の混乱を招いています。保護者の混乱を更に強めることがないようにして

いただきたいと思います。これで小学生の服装についての質問を終わります。以上です。 
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〇議⾧（立山秀喜君） １番議員の質問は終了しました。 

ここで一般質問の途中ですが、１０分間の休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午後１時 57 分 

再開 午後２時 06 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問の途中でありましたのでこれを続行します。続いて、９番議員の質問を許します。

９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） こんにちは。本日、最後の質問者になります９番議員の境田です。今

回は先に通告しておりました２点を質問します。まず、１点目の生理の貧困への対応につい

てです。新型コロナウイルス感染発症から２年半が経過します。終息の兆しはまだまだ見え

ておりません。また、新たなオミクロン「Ｂ・４」、「Ｂ・５」が国内では確認されておりま

す。現在の国内の流行の主流となっておりますオミクロンＢA・２よりですね、感染力が強い

と言われております。今後、「ＢA・２」が置き変わることも十分あり得ると指摘されており

ます。さて近年、新型コロナウイルス禍からのですね、世界経済の回復が進んでいると言わ

れておりますが、ウクライナ危機などによる原材料の高騰、中国の都市閉鎖での部品の供給

不足、アメリカの金融引き締めなどで世界経済へのリスクが増えております。我が国では、

賃金上昇なき物価高騰等により、貧困世帯、失業者などの生活が厳しい現状になっておりま

す。⾧引くコロナ禍で、私たちの生活は大きく変わりました。新型コロナ感染症の拡大は、

男女で異なる影響が出ております。女性に至りましては、育児、介護、生活困窮、非正規雇用

労働者の減少や自殺者数の増加などの深刻な影響が明らかになっております。そこで今回は、

コロナ禍の中で、女性に焦点を当てて質問します。今も言いましたが、⾧引くコロナ禍で、

女性たちの暮らしを直撃しております。令和元年の女性の就労者数は、２,９９２万人でした。

この年の１２月に新型コロナウイルスが武漢から世界に感染拡大した影響で、翌年の令和２

年４月には、女性就労者数は７０万人減少しております。中でも３５歳から４４歳の子育て

に世代には大きく影響を及ぼしております。また飲食サービス業などコロナの影響を受ける

産業では、多くがシフト制ですが、パートやアルバイトなどは非正規雇用者です。この中の

多くの女性が職を失い、経済的に困窮されております。この新型コロナの影響で収入が半分

以下になったり、勤務時間の減少、休業などで約７割から８割の世帯が「食料、医療、衛生用

品などの生活必要品の購入が厳しい」、また、４割以上の世帯が「制服代、体操着代が買えな

かった」との調査報告がなされております。昨年の男性の平均の就業者数はですね、３,６８

７万人で、２２万人の減少でしたが、女性は２,９８０万と１２万人の増加となっております。

しかしですね、女性の年間自殺者は７,０００人前後と増加し、またですね、ＤＶ相談も増え

ております。生活は依然と厳しい現状です。⾧引くコロナ禍で経済的な理由で、生理用品が

買えない、生理の貧困が全国で問題になっております。この生理の貧困について、厚生労働

省は、令和４年３月に経済的な理由で、生理用品を十分に購入出来ない生理の貧困に関する

初めての調査報告がなされております。新型コロナウイルスが拡大した２０２０年、２月以
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降ですね、１８歳から４９歳の女性は「苦労した経験はない、あまりない」が、急に９２％で

したが、「購入や入手に苦労した経験がある、時々ある」と回答した１８歳、１９歳が１３％

です。また２０代も１３％でした。若い年代の方が苦労されているみたいです。また、世帯

年収別では、３００万未満が多く、厚労省は、コロナ禍で深刻化した可能性があるとして支

援を進める方針です。一部の自治体では無料配布などの支援を行っておりますが、入手に苦

労した経験がある人の約半数が居住地域での公的支援の有無を把握していなかったと言われ

ています。我が町では、この生理の貧困に対しての女性支援の一つとして、どのように取り

組まれているのか。また女性への健康面からも、日常生活への影響などの実態や、現状を把

握しなければなりません。学校生活の中でも、子どもへの影響はないのか。そこでコロナ禍

で、生理の貧困が注目されておりますが、我が町の現状と対策を尋ねます。この生理の貧困

につきましては、今まで非常にデリケートな問題でタブーとは言いませんが、言いにくいも

のでした。しかしですね、ここであえて私男性が声を上げることで、ジェンダー平等、男女

共同参画ですね、今以上に進むようになればと思い、質問します。 

最後の２点目のですね、生活道路についての質問です。緊急の場合、１分１秒争うときに、

救急車両が入れない箇所の問題は、平成２４年と平成２７年度２回質問しております。１０

年前の平成２３年度で、救急車の出動は南関町全体で５２８件でした。搬送４３４件、急搬

送９４件、４３７名の方が搬送されております。令和３年では、南関町に緊急出動したのは

４４７件です。どちらもですね、急病、特に高齢者の方が多く見られるのが特徴です。救急

車両が入れない、狭い道が多いために、救急車両の通行時間がかかるのでは、町民は安心し

て暮らせません。そこに生活している人たちを第一に考え、人が住むためのまちづくりをす

べきです。町の活性化は、人が住み続けることです。 

そのためには、早めの対策を取らなければなりません。現在の状況はどのようになっている

のか。そこで、生活道路に緊急車両が通れない道路の改良の進捗状況と対策を尋ねます。こ

の後の質問につきましては、自席からとさせていただきますので、よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員の質問に対する答弁を求めます。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） ９番境田敏高議員の「生理の貧困への対応について」コロナ禍で「生理の

貧困」が注目されているが、わが町の現状と対策を尋ねる。」についてお答えいたします。 

   南関町の現状としましては、町社会福祉協議会が熊本県社会福祉協議会の委託を受けて、

自立相談支援事業を行っており、その中で、生活困窮者及びその家族や関係者からの相談に

応じ、必要なサービスの提供に繋げているところです。内容としては、食糧支援が主ではあ

りますが、５年ほど前から生理用品を支給した実績もあるということで、調達元としまして

は、住民の方からの寄附によるもので、現在の在庫は、約２０パックという報告を受けてお

ります。町独自としては、生理の貧困に特化した取り組みは、現在のところ行っておりませ

んが、熊本県ひとり親家庭福祉協議会が今年の３月から４月にかけて県内のひとり親家庭会

員を対象に生理用品を配布されており、南関町においても対象会員の方に配付があったこと

を確認しております。 

次に、「生活道路について」緊急車両が通れない道路の改良の進捗状況と対策を尋ねる。に

ついてお答えいたします。 
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町では、令和４年３月末現在で、２９６路線、実総延⾧２１３ｋｍの道路を管理しており

ます。その内、自動車交通不能区間（幅員２．５ｍ未満）を持っている路線が８４路線、延べ

で１３ｋｍであり、部分的に拡幅改良を行った路線は、３路線ありますが、新たに町道と認

定した路線で自動車交通不能区間と分類された区間もあり、平成２７年３月の時点とほとん

ど変わりありません。現在、改良工事を行っている路線は、政策道路や新設区間・付替区間、

車１台は通るが見通しが悪く離合が困難な箇所を優先し、継続的に進めていますので、８４

路線の解消には至っていないのが実情であります。 

緊急車両につきましては、救急車の幅が１．８９ｍ、消防車の幅が２．２６ｍありますので、

安全に走行するには、幅員３．０ｍ以上の確保が必要です。これまでには、東豊永地区や肥

猪地区からの拡幅要望が上がっておりますが、以前から集落として栄えていたところで、狭

い道路の両側に家が建ち並び、拡幅する用地の確保が困難であることから、まずは離合待機

場所の確保をお願いしているところであります。このような地区は、町内の至るところで見

受けられますので、地域の皆さまのご協力が不可欠であると思います。例としては、細永地

区では、地形的な問題で多大な用地の確保や工事に困難を期す箇所があり、側溝等の整備を

行い舗装改修と併せて対応させていただきたいと調整をしたところであります。また、久重

南地区では、農地の圃場整備と併せて町道と町河川の整備を計画されており、この取り組み

がこれからのモデルになってくることを期待しておりますし、関東地区でも同じように農地

の圃場整備と併せて取り組めないかと地元関係者の方々へご相談をしているところでありま

す。 

以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていただ

きます。また、詳細については、担当課⾧よりお答えします。「生理の貧困」への対応につき

ましては教育⾧からもお答えいたします。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） ９番境田敏高議員の「生理の貧困」への対応についてのご質問の、学

校関係の対応についてお答えします。 

先程の１番福山美佳議員のご質問に答弁しましたように、昨年８月に新日本婦人の会熊本

県本部から「生理用品の無償配布とトイレ常備を求める」趣旨の要請書が届き、この対応に

ついては、町の校⾧会や養護部会、教育委員会で検討をしまして、現在、町の小・中学校の

トイレには、生理用品の設置はせず、子供たちには保健室に来て、養護教諭と直接話をして

もらうようにしているところです。こういう取組は小規模校だからこそできることで、養護

教諭との人間関係も深まる中で、個別的なアドバイス等も継続して受けることができるなど

メリットも大きいと考えています。昨年度、保健室での配付は、どの学校も年間数名の対応

ですが、もうしばらくは現状の対応で、見守っていきたいと考えていますのでご理解をよろ

しくお願いします。 

以上、お答えいたしまして、この後のご質問は自席よりお答えさせていただきます。また、

詳細につきましては、課⾧がお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） では、再質問に移ります。冒頭でも言いましたが、⾧引くコロナ禍で

私たちの生活は大きく変わりました。新型コロナ感染症の拡大は、男女で異なる影響も出て
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おります。先ほど言いましたけど、女性に至りましては、深刻な影響は明らかになっており

ます。中でもですね、若い女性がコロナ禍で、深刻化した可能性があるとしてですね、国は

支援を進める方針です。そこでですね、この生理の貧困に特化してですね、町独自の取組は

行ってないとの答弁でしたが、私も調査しましたけど、県内の現状と取組では熊本市教育委

員会ですね、私立学校１３９校の女子トイレに、４月から生理用品を準備することは明らか

にしております。この市立のですね小学校９２校、中学校４２校、高校２校、特別支援学校

２校、専門学校１校にですね。購入費を配分してですね、学校ごとに買い入れ、女子トイレ

や手洗い場に置く取組が進んでおります。これまで保健室で配布されておりましたが、対面

を望まないですね、児童生徒のニーズに応えるためですね、女子トイレに備え、児童生徒が

安心してですね、学校生活が送れるようにしたいとの思いです。また、国内最大級のですね、

高校生のビジネスプランコンテスト、これはキャリア甲子園２０２１年にですね、熊本市内

の真和高校の女子４人のチームがですね、経済的な理由で生理用品を買えない「生理の貧困」

の解決に向けですね、生命保険会社の新サービスを提案して県内でも初めて優勝されており

ます。この学校では、この４人の熱意を受けて学校のトイレに生理用品を置く予定となって

おります。また⾧洲町では、トイレに置かれているカードを見せるとですね、無料で生理用

品を受け取るという取組が行われております。この生理の貧困に関してのですね、取組につ

いてですね。どう思われるのか、また見解を伺いたいですけど。よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田代由紀君） 南関町ではまだ生理の貧困に対しての取組は行っていないと 

町⾧の答弁がございましたが、福祉課においてもまだ、そういった具体的な取組はまだ考え

ておりませんで、社会福祉協議会のほうでその自立支援事業を行っている中で、過去に５年

前ぐらいからそういった相談の中でですね、家族の中に女性がいたり若い女の子がいたりし

た場合には生理用品を配ったという経緯があったということを伺いました。これからもです

ね、そういった相談の中で、引き出して、生理用品もですね、困っているというような状況

をそういった声が出るようなことがあればですね、また取組も考えていかないといけないと、

考えております。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 上天草ではですね、今年の４月２０日ですけど第一生命保険会社、熊

本支社はですね、市ひとり親家庭の会員に生理用品や大人用紙おむつなどが送られておりま

す。金額的には１２万相当です。生理の貧困、子どもの貧困対策ですね、この問題は社会貢

献活動の一環として行われております。我が町ではですね、先ほど熊本県ひとり親家庭、社

会福祉協議会ですかね、そっちから配布されたのことですが、また町社協でも５年前ですか

ね、ほどから、住民さんからの寄附で支援をしたとのことですが、最近ですね、この生理の

貧困に関して、企業、団体などの支援なんか行われておりますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田代由紀君） はい、企業からの寄附等は、まだそういった声も上がっておりません。

以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 
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〇９番議員（境田敏高君） やはりですね、民間業者と協定を提携の取組、またこういうのはです

ね、やっぱ町独自の取組の一つとしてですね、私は取り組むべきだと思います。 

先月ですね、新しい女性支援法が成立しました。女性の福祉の増進と、人としてですね、女

性としての尊厳の尊重、また、これはですね、民間団体をですね、中心とした支援の徹底、

自治体は無論ですね支援に取り組む責務があります。施行は２年後ですが、ここで大事なの

はですね、やはりこの新法はですね、民間団体を中心にした支援の徹底ですから、今からで

すね、民間団体のですね、掘り起こして早めに進めてください。この生理の貧困問題ですね、

やはり経済的な困窮だけではなくですね、ネグレクト傾向のある家でですね、生理用品を手

に入れることがですね難しい子ども、また、父子家庭ではですね、父親にも言いにくい子ど

もたちもいるはずです。経済面に加え心のケアの問題も深刻化しております。学校でのこの

問題ににはどのような取組をされておりますか、お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） はい。今議員のほうからネグレクトとか家庭的に厳しい父子家庭とか

の対応ということでしたけど、一応、学校教育のほうではですね町内の福祉課あたりと連携

をしながら、ネグレクト対象の子どもさんとか、経済的に厳しい対象の子どもさんあたりの

現状の把握というのはやっております。で、部分が見えてる子どもさんに対しては、学校の

ほうから、担任の先生、あるいは養護教諭等からですね、積極的に寄り添うといいますか、

そういう取組を通しながら困ってる状況とか、あるいは、新たな支援とか、そういう部分が

必要であればもう子どものほうからまずは聞き取りをする。そういう部分を踏まえながら、

親御さんのほうに状況を説明しながら、そういう部分を理解していただきながら子どもへの

対応を充実していただくといいますか、基本的なそういう対応で、今、やっているところで

ございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 昨年の１２月ですね、議会で不登校になる問題をちょっと質問しまし

たけど、この時ですね、いろいろ相談した人、相談件数ですね、家族も半分っていうですけ

ど、あと誰にも相談しなかった人が４割、そこで問題なのはですね、これ先生やカウンセラ

ー、いろいろな相談相手があると思いますけど、ほとんどなんか１割しかなかですよね、物

すごい少なかです。相談体制で必要性を求めております。先ほど言いました相談体制があっ

てもですね、やっぱしにくいし、しない問題があります。生理の貧困に対してもですね、や

っぱり相談をしにくい、なかなか言いにくいんじゃないかと思うとですね。そこで先ほど、

教育⾧がですね、生理用品に配布はどの学校も年間数名の対応のことと、答弁されましたけ

ど、この生理に関することも私はですね、なかなか言えなくて、いわゆる何なんといいます

相談体制がもう少し充実するようにすべきと思いますけど、この件に関してですね、どのよ

うに思われていますか。お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 学校での配布がとても少ない状況現実がそういう状況にありますの

で、恐らく今指摘されてましたように、困ってる子どもたちもいるんじゃないかなという思

いでございます。そういう中で先ほど福山議員のほうからは小国町の取組といいますか、相
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談しやすいような体制づくりの工夫という点でですね、まだまだ学校も努力する場面がある

のかなと思っておりますのでですね、そういう成功事例といいますか、そういう部分は積極

的に取り入れながら、現状の改善につなげていけたらな、そんな思いでおります。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 生理用品を提供する際ですね、やはり社協や教育委員会と連帯してで

すね、困り事や悩み事がないか声かけを実施している自治体もあります。こういう声をかけ

てですね、それをきっかけにですね、仕事や家庭のことで悩んでいることがわかったと言わ

れておりました。やっぱり学校でもですね、先ほど要望ですか、その対応が述べられました

けど、やはりですね、困窮した家庭ほどですね、相談をしにくい傾向があります。いろんな

取組を設けてですね、少しでもこう悩みを解消していくためにもですね。社協、教育委員会、

民間団体ともにですね。特に取り合ってですね、取り組んで行くべきだと思いますけど、い

かがですか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 今御指摘がありましたように関係機関といいますか、社協あたりとも

しっかり打合せ等しながらですね、できる取組を模索していくといいますか、そういう姿勢

で臨んでいきたいというふうに思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 困窮した家庭ほどですね、何度も言いますけど、相談しにくい傾向が

あります。そのことも心がけてですね、取り組むべきです。生理の貧困問題をですね、やは

り個人の問題でなく社会全体のですね、重要な問題として取り組むべきです。 

国の調査報告で生理用品に関する公的支援が居住地域で行われております。無償提供の認知

はですね、「生理用品の購入などに苦労している、制度があるかわからない」のが５０％です。

何度も言いますが今コロナ禍においてですね、非正規雇用者の多くの女性が職を失い、経済

的にも困窮されております。去年の令和３年７月２０日時点で、この生理の貧困に係る地方

公共団体の取組を実施している、または実施した、まだ検討していることを把握したのはで

すね、これは特別区も入れてですけど、１,７８０団体の約３３％の５８１団体で、調達元と

してですね、やはり防災備蓄が最も多くですね。次に予算処置、企業や住民からの寄附が多

いです。この自治体でのですね備蓄品目についてですね、水とかアルファ米、ビスケット、

粉ミルクなどが備蓄してるところが多いのですが、量的も質的にもですね、必要最小限の水

準となっておりますが、この生理用品の取扱いについてですね、この備蓄物質がある中で、

災害物質を活用してですね、必要としている人に生理用品の無償配布が行われております。

我が町でもこの活用できるような規制などの整備は出来ないのですかね、お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（坂田浩之君） はい。災害備蓄等という点で、総務課のほうから、お答えしますが、

今の段階では、まだそこは検討しておりませんが、当然その辺も、⾧期の避難あたりになっ

てくれば必要になってくると思われますので、今後検討が必要になってくると思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） それもそうですけどやはりですね、子ども用のオムツ、大人用のオム
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ツも備蓄品として揃えるべきです。新型コロナ感染拡大防止と共にですね、感染拡大の影響

を受けている地域経済や、住民生活を支援し地方創生を図るためですね、地方公共団体が地

域の実情に応じてですね、きめ細かな必要な事業を実施できるよう、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金が創設されております。やっぱりこの交付金をですね、コロナ

対応のための取組である限りですよ、原則、地方公共団体が自由に使うことが出来ます。他

にもですね、何か３回ぐらいが上がってましたけど、いろいろ税が使われております。我が

町でこの臨時交付金ですね、この生理の貧困支援としての取組は出来ないのですかお尋ねし

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） まちづくり課⾧。 

〇まちづくり課⾧（竹崎俊一君） コロナの臨時交付金につきましては、コロナで結局影響を受け

てる、そして経済関係、そういったいろんなところで、令和２年から始まってるところです

けども、それで影響を受けたことに対するところの支援ということになりますので、先ほど

総務課⾧が言いました、避難災害関係、それもコロナの対策というのも当然あると思います。

コロナ対策をしながらの避難ということもありますので、そういった備品の購入とかそうい

ったところは対象になるかと思います。そのほかにも対象になるっていうのもあるかとその

辺りは、いろんな、こういったのはどうだろうかという、案件をいただきながら、今後また

これらの交付金がありますよ、というようなことがあれば、そこに考えていきたいと思いま

す。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 一部自治体でですね、無料配布などの支援が行われておりますが、や

はり先ほども言いました、入手にですね、苦労した経験がある人の半数がですね、把握して

いないと言われております。またしていてもですね、申し出るのが恥ずかしい、対面での受

け取りだから、人目が気になるから、などの理由で利用してない人もおられます。また男性

がいるとですね、もらいにくいと、男性のところに行きたくないとも聞きます。特に若い女

性のほうが多いようです。先ほどですね、⾧洲町の取組を言いましたが、これトイレに置か

れてるカードを見せるとですね、無料で生理用品を配付されます。意思表示のカードを提示。

指さすことでですね、声を出さなくても生理用品を受け取るように配慮されております。町

民の方々、特に若い女性の方がですね、安心して過ごせるように配慮が必要と思いますが、

このような対策も町もとるべきだと思いますけど、いかがでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田代由紀君） 近隣の市町村の状況でよろしいでしょうか。 

〇９番議員（境田敏高君） トイレにカードを置いてあるとですよね。それを持って行って、こう

かざすと黙って配付されるんですよ。そういう取組についてどう思われますか、ということ、

また町でも考えてないですか、ということを質問しております。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田代由紀君） はい。⾧洲町の取組は大変、有効な利用だと考えております。 

なかなかその言葉で、窓口で相談しにくいような方の場合は、そういったカードを提示する

ことによって、すぐ困ってることがわかりますので、そういったのは⾧洲町のような、そう
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いった取組をされてる場合は、参考にさせていただきたいとは考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 進めるようにしてください。それと今⾧洲町の件言いましたけど、こ

の近辺でですよ、こういう取組をしてるところは、何か御存じですかね、把握されておりま

すか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田代由紀君） はい。昨日、荒尾市と玉名市と玉東町と和水町に問合せをさせていた

だきました。荒尾市においては、昨年の１１月から、避難所備蓄品を活用して、女性のため

の心の相談室、心ほっとルームにて、生理用品の配布をきっかけに、相談の受付も実施され

ているそうです。実績としましては現在までに３件あったということです。直接話しかけに

くい場合にもカードの提示で対応ができるということです。配付期間といたしましては、生

理用品がなくなり次第終了するということでした。次に玉名市におきましては、令和４年度

において８万円を予算化されておりまして、困窮者支援、フードバンクにおいて、貧困就労

に関する相談窓口に設置されているそうです。現時点での周知や、相談実績は、今のところ

ないということです。次に、玉東町ですが、住民の方からの寄附の申出があったそうですが、

受皿のほうがちょっとまだ見当たらないということで、まだその活用の方法は決まっていな

いということでした。最後に和水町につきましては、南関町と同様で、取組のほうはまだ行

っていないというお答えでした。近隣の情報は、以上になります。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 生理用品も物すごく聞けばですね、少ないようですけど本当にやっぱ

こう心から言えないような問題が出ているのかですね。少ないから考える、取組が先に進め

ば私はいいんじゃないかと思って質問いたしました。そこのとこよく考えてですね、取組を

検討してください。このコロナ禍でですね、経済的に困窮される人が急増するこの背景にで

すね、生理の貧困の問題が浮き上がってきました。またコロナ禍以前からですね、子どもの

貧困も問題化しております。そこで、学校におけるですね、人権の配慮としてですね、また

安心して学校生活できるように、小中学校の女子トイレに私も福山議員も言いましたけど、

生理用品を常備すべきと思いますが、教育⾧は様子を見てみたいというような御答弁だった

んですけど、今ですねコロナ禍で子どもたちも、孤独化が叫ばれております。子どもも心を

開かない、また苦手な先生もおります。 

対面を望まない児童生徒もいるはずで、そこで教育⾧、学校でもカードを見せただけですね、

無料でもらえるような、生理用品がもらえるカードの設置は、考えておられませんか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育⾧。 

〇教育⾧（谷口慶志郎君） 現在のところそう言った取組みはございません。ぜひそういう取組も

効果的っていうことであればですね、学校のほうに情報提供しながら、検討していきたいと

思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 何度もこう言いますけどですね、本当の声は上がりにくかと思うとで

すよね。ですから先にですね、いいところはもう、まねしてですね、進めてください。もう女
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子高校生もですね、声を上げて大に上げてですね、この生理の貧困にして対策も言っており

ますので、子どもをですね、安心してやっぱ学校生活できるように進めてください。 

それでは最後の生活道路についての再質問に移ります。冒頭で言いましたが、救急車両が

入れない箇所の問題はですね。２回ほど質問しておりますが、最初のですね、平成２４年の

質問に対して、有明消防南関分署で、救急車両が入れない箇所は生活道路でおおよそ１６６

箇所と言われました。また有明消防署分署からいただいた資料でですね、町のほうでも、こ

れを保管していきたいと、当時の総務課⾧の答弁でしたが、引継ぎなんかはこれはまたずっ

ともらっておられないですかね、ちょっとお尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（坂田浩之君） すいません。そこまでの詳細な引継ぎは、受けておりません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 前の総務課⾧がですね、そういう答弁やったもんで、資料も当然、も

らっておりますが、引継ぎを行っているのかと思って、質問いたしました。今先ほど町⾧が

言われましたけど、生活道路に緊急車両が入れない通れない場所は、今年の３月時点でです

ね８４路線ですかね。延べで１３キロと言われましたけど、私が２回目質問しました平成２

７年とほとんど変わらないとの答弁でしたが、問題としてですね、やっぱり地形的な問題が

あると。そのため進まないようですが、行政区ではどの地区が一番多く見られますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） はい。町内ではですね、まず、関町地区につきましては上町の旧商店

街付近ですね、それから関下におきましては、やはり八重丸と津留区が大変狭く、上り坂も

急でございました。それから、東豊永地区におきましては、坂の上の集落と桑水の集落でご

ざいます。それから肥猪地区におきましては、東屋敷や、それから西屋敷と昔ながらの集落

で栄えたところでございます。それから⾧山西においては山口地区が奥のほうに行って大変

御苦労されてると感じております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 大方の件数なんか把握はされとらんですよね。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） はい、申し訳ありません。件数までは把握しておりません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 通行できるようにですね、地域の協力は先ほど不可欠と言われました

が、ちょうど拡幅に関してですね、もう土地の無償ですかね、提供して広くしてもいいです

よというそういう要望は受けておられませんか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 最近はですね、大変うれしいことに寄附をしたいというところの地区

もございまして、少しずつは町がなかなか動かないということを逆に理解していただきまし

て、寄附をするから、何とかしてくれんかというお話が数件ほど上がっております。そこに

つきましてはうちの維持のほうで、少しずつ取組をさせていただいてるとこでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 
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〇９番議員（境田敏高君） 相談されて、今のようなことを言われたもんですからね、やっぱりそ

ういうところは、本当にこうしてもらいたかっですよね、自分の土地をやっても広くしてで

すね、そういうとこ早めに着手してください。狭い、また入れにくい区間全てですね出来な

い場合は私は、建設課⾧も同じだと思いますけど、その区間の一部でもですね、拡幅できる

ようにすれば私はいいと思います。町⾧も同じことを言われましたが、離合場所の設置、ま

たＵターンなどの対応ですよ、調査をどのように進めておられますか、お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 調査につきましては道路の維持っていうことで見回りをしておりま

す。そのときに狭い地区にはわざと入り込みながら、適当な場所はどうだろうかということ

でこちらでも、チェックをして参って来ておるところでございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 昨年度からですね、これは南関町過疎地域持続的発展計画が上がって

おります。期間は令和７年までとなっておりますが、この中にですね、やはり町道や集落内

道路については狭い箇所もありですね、防火防災、緊急面で対策が必要となっていると謳っ

てある以上ですね、早めの対応、早めの対策をとるべきです。本年度の施政方針で、やっぱ

り町⾧はですね、職員一人一人が地域住民の意見や要望を理解し対応できるよう育成に努め

るとも述べられております。やはり大事なことはですね、現場に行ってですね、耳を傾ける

ことだと思います。緊急車両が通れない地区にはですね、高齢者の方が多く、急病になった

らと心配されてるのは、南関町にですね、高齢化率は今年の３月時点で４０.４％、３,７０２

名がおられます。先ほど言いました高齢者の方々の搬送も非常に多いと聞いております。特

に南関町はですね、専門病院までが遠いです。早く着くためにはですね、何といってもやっ

ぱ道路の改良です。中には先ほど言いました厳しいところもあると思いますが、できるなら

ばですね、せめてストレッチャーですかね、これがスムーズにいくような対策をとるべきで

す。そうすればですね、住民の方も安心されると思います。生活道路整備についてですね、

それから最初質問しました当時の町⾧はですね、都市計画の指定を考えておりますと。時期

にも来てるんじゃないかと思います。これは⾧いスパンになると思いますけど、将来的にで

すね、都市計画の適用ができるような町にしてですね。以前、整然とした町づくりができる

んじゃないかと思っています、と答弁されてます。この都市計画についての引継ぎは認識さ

れてると思いますけど、町⾧どのようにお考えですか、お尋ねします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 当時の町⾧が、都市計画の指定を考えているという、そういった答弁をさ

れておりまして、現在、引継ぎが出来てるか私がどう考えているかということだと思います

けれども、都市計画の指定につきましては計画的に都市整備を進めることを目的としていま

すので、道路や橋などのインフラ整備が進みやすく生活しやすい環境を整えるには最善の方

法であると考えております。しかし、都市計画区域に指定された地域では、新たな義務が発

生することも考えなければなりません。まず、前面道路が４メートル未満の場合には、道路

中心線から２メートル後退線を道路境界とすることになります。そういうことは、道路の反

対側が川や崖などの場合は、道路の反対側から、４メートルの線が境界線として扱われます
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ので、境界の町並みにかけてしまいますと、塀の撤去や交代にかかる費用は、交代が義務で

すので、地権者の負担となります。また住宅新築や改築に際し、様々な建築条件が発生しま

すので、その条件をクリアするには、手続経費、あるいは建築コストも上がってくることに

なります。そして都市計画特有の、都市計画税の支払いもそういった義務を発生しますとと

もに、良好な土地と建物になったわけで逆に資産価値が上がり、固定資産税も高くなるとい

うことも想定されます。 

このようなことから行政としては、非常にありがたい事業を進めるにメリットがありますけ

れども、都市計画区域に指定された地域の皆様にとりましては、大変大きな問題になるんじ

ゃないかなと思っております。そのことを考えますと、なかなか取り組めない現状でありま

すけれども、将来にわたってこの町をどうするのかという、そういった都市計画が、地域ご

とに必要なところがあるとするならば、検討していくところは残ってるかなと思っておりま

す。 

〇議⾧（立山秀喜君） ９番議員。 

〇９番議員（境田敏高君） 計画に準ずるようなですね、まちづくりをしていただければと思いま

す。最近はですね、空き家が増えておりますが、住みにくいその一つがですね、やっぱり狭

い道路問題です。この解消にですね、空き家対策にも有効ですから、まちづくりの一環とし

てですね、やはり取り組むべきです。 

まとめに入ります。コロナ禍におけるですね、生理の貧困につきましては、先ほど言いま

した、個人の問題ではなくですね、社会全体の重要な問題として取り組むべきです。 

今回の問題を共有することですね、大人、また生徒間の認識も深まり、お互いを思いやる心

が生まれると思います。また小学校から始まる性教育もですね、男は男らしく、女性はおひ

とやかになどと偏見を持たないようにですね、また男女分けることなくですね、一緒に行え

るようなるきっかけになればいいと思います。この生理の貧困につきましてはですね、冒頭

で言いましたが、今まではタブーと言いませんが、公に語りたくない、恥ずかしいなどと言

いにくいものでした。ここで敢えてわたくし男性が声を上げることでジェンダー平等、男女

平等参画が今以上に進み、支援体制がしっかりとですね、整えることを求めて質問しました。

生活道路もですね、整備は確かにされてるところがありますが、中には危ない箇所がありま

す。道路の整備ですね、これは子ども含めて命を守るための公共工事として取り組むべきで

す。やはりですね私はいつも言いますけど、行政があって地域があるのではなくですね、地

域があっての行政があるので、そこで生活している人たちを第一に考えですね。人が住むた

めのまちづくりをすべきです。地域の主人公はですねやっぱり、地域住民です。今、第３期

住んでよかったプロジェクトが推進事業で、定住対策、住宅取得などの１８の事業を取り組

まれております。我が町ですね、南関町インターチェンジがあり、交通アクセスはいいので

すが、一歩集落にいればですね、狭い道が見受けられ、緊急車両が行ってくれないためにで

すね、時間を要するようでは、定住に不安を抱きます。道路が狭い問題はですね、若い人た

ちの将来の人生設計まで影響を与えます。町の活性化は、人がやはり住み続けることです。

ここでまちづくり課と共にですね、手を取り合ってですね、安心して住めるように、暮らせ

るように対応すべきです。これで私の一般質問を終わります。 
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〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、９番議員の一般質問を終了しました。 

これで本日の日程は全て終了しました。明日８日は午前１０時に本会議、本会議場に御参

集ください。 

これにて散会します。起立。礼。お疲れさまでした。 

―――――――〇――――――― 

散会 午後 2 時 55 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


